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本県政経=某は古い歴史と伝読替有し,鉱工業製造品出荷甑の約2 8afpを

占める重要産案であるが,その寄某所は零細企業が多く従業員9人以下が,

8 4%を占めている.これらの企菜は最近の人件費等諸経費の昂勝と労働力

の不足から経営の合理化.省力化対策を早急に樹宜しをければをらをhc　こ

のようを産地情勢において当所に課せられた使命t'塩重且つ大であることを痛

感しつつ45年度の審美を進めてきましたo

産地全体の技術水準を向上せしめるために巡回技術花導く長政地区のちり

めん,愛知川･彦根地区の縫製,高島地区の厚敵)や研究会･講演会等を開

催して新しい技術や新製品の普及を図ると共に,能登川町においてCJITi甲窒技

術者を育成する甲期技術者研修を莫施してきました｡更に技術短見l'^当た

り年間557件の依頼試験,実地指導,技術春歌等もとどこか少なく処理す

ることができましたo

又,新製品開発試験においては附加価値増大の方向を示唆すると共に産地

畿晶の晶質向上を図るため染色堅牢匿に関する研究を共同研究で葵魔する等

努力してきましたo

筒本年度は能登川支所に図案室の増築を行ない先染織物の意匠ER'J儀((｡_つtJ,･

て円滑を指導を進めて釆ましたo

以下45年鑑内に実施しました事業について報告すると共に今後とも関係

各位の御協力をお願いする次第ですo

昭和　44　年　8　月

滋賀県繊維工業指導所長

今　井　信　次　郎

瀞健常磯増旨糠静紫琳紳葛繰脚柵紺臣甥･緑紳甥緒磯糠鯨㈱旨

君　試　験研　究　に関する　事頂

Ⅰ-1染邑盤ロウ慶に閲する研究

域境条件と摩擦墜ロウ慶

技師　前　川　春　次

技師　木　村　忠　義

1.研究の目的

揖維製品の染色物の評価はその色彩や教科()取口ウ度によるところが大きいがその内摩擦墜

ロウ慶について日本=業規格で種々の試験方法及び評価法が定められている｡しかし葵周性IZ)

面よりみるとかなりかけは表れているところがあるo摩擦堅ロウ庇の場合にその試験方法には

2-5種の方法があり,例えば学振型の試験機による法～クロックメーター,或いはこれに準

ずる法,ガラス樺の先端で密接する方法をどがある.叉摩擦子の重も摩擦回数,蓮匿等が夫

々異なっているがこれらの方法において摩擦したモメy5号の汚染度をもって評価しているつ

が現況である｡更にその他の条件をみると標聾状態,混式の二手智宍のみの判定をしているo　こ

れらの点を実際の着用面をどから考えてみると製品C)かかれる条件は得々馬をり,大気の温度

変化,湿度の変化があり,これらの変化によりその製品のもつ含水蚤に差があるため標鞄湿

度の場合の評価に差があり,叉その製品が摩擦音れる場合の犀捧子には種々の物質がある･'tめ

評価値と実際とに種々問題を提起するo更に試験時において摩擦を受ける政経の方向は全てそ

の表面のみの摩擦であるが実際に裁縫を使屑するときにその方向が異をり敗績の断面を摩寝言

れることがありそれによっても評価に差が生ずる.このように竪ロウ鑑評価の差がをにによっ

て起因しているかをみるためt･=紡績を種々の温湿度の条件のもとに放置し,末々の条件の下に

摩接し,その場合の堅ロウ慶の変化を各種故経の種類,摩蕪両の方向,産経と染料の関係とに

ついて測定し桟練製品の摩擦堅ロウ匿に及ぼす要因を探究し,その向上のための資料とする｡

2.研究の方法

2-1研究材料

続経の種類としてポ7)エステル,アセテート,ナイロy,木綿(以上据亀素材),絹を用

いこれtR:対し染料をカヤラス　ブノレ-,カヤノール　ブjt,-,レマ･/'-ル　ブリ7)アント

ブJL,-,レ･/'T)ン　ブルー,カヤノール7ァストブルーを掃いた0

2-字　共通試料による摩擦条件と帝売変化による堅t=ウ度

2-2-1学拐型摩損乾ロウ慶試験

強制通風熱交換方式により試験室内の温度を0℃, 15DG 5げC, 45℃に変え掛て各温度

において毒内湿度を20, 40, 60, 80 1m夢と変化させ,各時点において学振型摩擦試験機

をもちい荷重500 5にて10D国庫楳後モメy5号-の汚染度を測定し,未摩擦のモメy5

1
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号との差を△EK求めた0

2-2-2　クロックメークづ肇摸堅ロウ慶

前記と同じように強制通風熱賛換方式により試験室内の温度,湿度を調整しクロックメ

ーターにて荷重90口5で摩擦回数を約7喝森の選炭10回往復摩損しモメソ5号の汚染度を

前と同様に△Eで求めた｡惜し室内湿度1 00啓の場合,試験櫓の試料保持周のペーパーが

柔軟化し試料が摩握により移動し試験出来ないので除外した｡
一一　2-2-5　紙絶断面の摩擦堅ロウ庶

衣料襲い比重内装飾用織縫製品には往々にして繊維の断面を屑いるものが多いoこれら

の場合に畝経の断面の状態は側面にくらべその結晶性,分子の配列が異なり染色した場合

に染料の吸着状態,繊維の摩擦面の状態が側面と異をるため摩擦堅ロウ庭も当然異なると

思われるので従来の摩擦堅牢庇での汚染程度の評価と断面の摩擦による汚染匿の程匿を見,

これらの相互性について検討をした.試験の条件は前と同様に試験室内温度･湿度を強制

通風熱交換方舟でよ9調整し学振型摩擦試敵機を用Vl荷畳5 0 091にて1 0 0回例祭後の

モメy5号の汚染度を灘り△丑で色差を求めた0

2-5　各種染料と各種織経による環境条件と摩操堅ロウ皮

共通試料において各4種類の素材及び4曙贋の染料を夫々単独に試験評価して来たが現在

市場に出ている合成繊維の程頻は多く夫々の背教を持っている.叉これらの全ての合成紙経

は全て従来の天鉄耗経に比べ吸水能力が非常に乏しいために2 -5の繊維をのぞき染色に供

される染料は殆ど分散染料であるo Lかしこの分散染料の中にも種類が多く異売った構造を

もち染色に寄与する性質が異在る.例えばここで使用した分散染料の内7　カヤロyファスト

ブルーは高温に鳥小ては染料が分解し染色が不可能であるのでポ1)エステルの高温染色は出

来患いC,又レ./ l) yブ)i,-leてはポT)エステルの高温染色が出乗るをど違いがある故にこの

ポリエステル用分散染料を周いて他の合成耗経を染色した場合に各,%絵-の染料の浸透也

吸着性が異たると思われるのでこれらの影響が堅牢慶に及ぼす影静についてみるためアセテ

ート用分散染料でアセテート,ナイロン,ポリエステル用分散染料でポリエステル･ナイロ

ン,アセテートを染色し夫々の鉄綾について堅ロウ庇を此政Lた,同じようを観点より合成'

繊維の内でもその分子構造掛､は末端の活性基(,{より従来の染料で染色可能をものもあるの

でその代表的葱ものとして酸性染料を用いナイロンと絹織経を染色比致したo更に木綿散唯

と直接染料,反応性染料,或いは直接染料による木綿と絹織艦等琴軌或いは染料を異にし

た場合各々の染料,素材間において堅ロウ度がどのように異をるか7叉堅ロウ鑑の変化が慕

境の変化とどのような閑散にあるかについて学振型摩擦堅ロウ庶試験機を用い調べたっ

摩擦墜ロウ皮試飲にかける汚染の判定には日本工業規格に虫小てもモメy金巾5号を用い

ているがこの点につき消費生活面もみた場合に衣料岡としてその性能面から現在多くの合成

織経と天紙頼経の混用がをされこれらの布が健闘されている｡しかしこれらは天放鉄雄に比

べ吸水能力が少をく在っているためVEl司一温湿皮内に放置してもその織物の含有する水分量

2

が異なるのでこのよう夜布で摩探した場合の汚染度をみるためポTjエステルと木綿の聴防糸

織物を掛つ樺接した場合の影響を調べ天然繊維単独の場合と比較し,摩擦布の差による汚染

LL)差を調べた｡

5.研究結果考察

5-1併捺条件と環境変化による堅ろう皮

5-1 - 1 I-je･掠g-jEJ政機種と堅ろう皮

2つの物質による嘩韓カヤ煙襟係数の大小はその面における圧力･遮匪により大きく異

怒るがさらに仁封勿体の摩搾面()状態によっても大きく変化するo繊維の表面状態は天然織

雄あるV>牲人造繊維特にビスコースi･j:その表面が複雑であ9 ,一見滑らかな平面をもつ合

成繊維も電子顕微鏡で見るとその衆面の微細構造は無数の田凸で覆われてしつる故に,これ

らの糸を用いて放物にした場合その布の表面は経糸緯糸の交互の畳を如,Cより単級絶以上

の凹凸がありその程度も糸の太さの遣いにより更に複雑,粗衣凸凹をもっているためかを

9表面枯造が一致しにくいo

染色布の摩擦堅ろう度の測産で問題と覆るの虻,繊維表面の染料であり,他の布で摩捺

した場合に摩擦子布に付着汚染する色相は試料の衣IjCゆるく付着した染色染羽であるC.表

面さて付着している染料粒子はその概経の巽南状態によっても左右される.又摩擦する時点

にかいて湿潤状態にもってくると水がこれI:C関与し,染色に供した染料粒子の水に対する

溶解性ヌ繊維が水を吸収することによる膨潤により撒経の停積変化等水の移動,染料の移

動によ少,乾燥状態よりさらに汚染が大きくなるが莫験目的におfJlて室内湿鑑(/3変化を監

視したためその影響を考慮し乾燥状態のみにとどめたo共通試料について試験登内の温度

0　15　　5口　45℃　　　　　20　　40　60　　80　100多



深度を変えた場合の摩

擦布への汚染結果をそ　7

れぞれ図1,図2に示

す｡

室内条件の変化によ

る汚染傾向娃学振塾･

クロックメーター何れ

の場合も室温を高くす

ると各紙経典上昇し,　4

又垂内湿度の｣二昇とと

もに低下してくるoこ　5

の現象は湿鑑が増す毎

に各頼経或い結モメy　2

5号の含有する水分が

増しその攻舟が相互の1

耗維表面に多く昔横言

れ摩擦面における摩擦

係数を少急くするよう 0　　15　50　45℃　20　　40　　60　80肇

を水屑面が出来るため

と考えられるo素材別tr=見ると合成鞍経は｣没に低く,天然繊維は各温湿度による差が少

をいが,全体に高い汚染匠を示しているoこれは合成穐経の場合紡糸後にかいて強力を増

すために充分延伸され,繊維表面層の分子構造の配置が規則性を増し結晶化が高められて

いるためと,耗維表面の凹凸が天然紙経に比べて小雪いことにより凹部における染料の蕃

横が少をtnものと考えられるのと,ここに使用した合成稜経の断面が円形であることも他

の物に比べて汚染が少をV>ことでう-なずける｡

これに対し天然繊維やアセテートにおいてこれらの表面よ少考察して前者の合成萩経に

比し剛面の状態は粗雑で木綿にかいては天然撫少があ少湿潤状態にかtnては体積の膨張と,

共にこれらの撚りが増し.叉アセテートをどはその断面を見ても円形で夜く,側面を見る

とビスコース程で妓ないが繊維軸方向に帝があるのが認められるoこれらの醇や撚りの間

に付着した染料は円形断面の織経と比べ脱落しにくいので最後まで等聴音れ摩拝･洗濯等

により他への汚染現象を増すものと思われ,染色後の水洗,ノービyグ処理は合成繊維以

上の処理が必要と思われる｡叉反応性染料,ナ7トール染料のように織絶上Ln=かいて固患

発色処理の必要な染料においでは未反応の染料の付着によ少汚染の増大が考えられる故に

充分なる後処理を行覆う必要がある.

5-1-2　断面摩擦による汚染度の影響

4

餓経典晶の艶色勝榛堅牢度の評価には側面棚接が主でこの場合前述G,)ように繊維の表

面による染料粒子の付着によ.,て左右盲れる):I;,断面の場合は繊維内部に浸透染着卓れた

染料の染着状態ある叫忠執経の内部の構造密度によって左右竜れると思われる政に側面の

場合の汚染程度と此戟検討するために学細管祷堅-匿試験機を用レ洞じように,荷重

5DD 91 L･'Cて10柑摩捧し各室加温経度の場合の汚染度を調べた鰭異は図5のと卵であ

る｡

低くなっ　　　0　75　50　4兜　　　20　40　60　80　℃咽

ていくが汚染度は全体的高い傾向にあるo更にこれらを素材別にみると側面の場合と異な

bポ7)エステルヤアセテートをどが非常に高t^汚染度を示し,側面との差が大幸いのに対

し天然械経の木綿に-では試料の尉察する方向性tR:差がなかったoこれを染料から見る

と分散染料ほど汚染が大きくなってお粥戟維内構造と分散染料の染着状態がナ巾y繊維

と酸性染料rJ場合と異なっておりそれぞれの染着力に差があるものと考えられる0

5-2　繊維の種類と染料よ少みた墜ロウ度の関係

5-2-1分散染料とポT)エステル･ナイロン･アセテート繊維

合成雛は親水性に乏しく,その吸水能力も天然織経に此増しく劣っているo故に従

来のように水(･'C可溶な染料に-て碩色が不可能であるため分散染料のようにそれ自体

水溶性基をもた帥か又肢もっても非常に如くて通常水に細分散の塾で染色に供してい

るoこれらの分散鋸碑用hるが同-の分散染料を用いても強練の疎水性皮が雛9 ,又

5
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図4　テトロン用分散染料

(モメソ5号)

/二>
ーノ●

●　/

-.'　　-　アセテート

一一･一.一一一-ナイロン

一一･･･････一一-テトロy

--一一＼
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0　15　　50　　45℃　　　　2D'　40　　60　　8D IOD%

いるかをポlJエステル(テトロy),ナイロy,アセテート等の繊維について実験を行な

った結

果を周　　　囲5　テト1,y用分散染料(混紡)

記した　　　　　0　　1 5　　50　　45℃　　　　　20　　40　　60　　80　1 00啓

が温風変による汚染の傾向は共通試料の場合と同じであるが5つの織経についてみるとア

∫)..･･,∴　(･∵　∵∴い. ･.

･1,･･ rLJ･..･

セテ-トの汚染が非常に高く,次いでポT)エステル･ナイロyのJiRで,これら2つの繊維

が目立って低い結果を示した｡

又摩擦布の種類を変えた場合の汚染度についてみると汚染度の傾向は同じように現われ

るが摩擦布が変わったことにより汚染度は低ho更に普通のアセテート用分散染料を用い

た場合の結果図6に安記するo

この

場合に

もポリ

エス7~

〟(チ

トロy

)繊維

を伺い

前のレ

プリン

染料と

比較す

るつも

少であ

ったが

高温に

お･しつて

10

0　15　　50　　45℃　　　　20　　40　　60　80　100啓

･ ･･一････アセテート,モメy5号　　-I--一一舛ロy.モメy5号
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来なかったのでナイロy･アセテートについてのみ比較するとナイロy繊維の汚染は前者

の教科と変わり75:いがアセテート比前者の染料に比べ高LJ,汚染皮を示した｡これ紘各素材

の染料の吸着畳にも差があり,茂雄の構造や分子の配向性L:A=も差があることなどによると

思われるし,又織経費面の粗さにもこれらの差があらわれている0

5-2-2　酸性染料とナイロ/･絹蛾維

合成枚経のうちその分子中に7ミノ基,カルポキツル基をもつナイロy繊維は天然のク

yバク繊維と同様に戯性染料で染色することが可能であるが,合成積経の場合,天然繊維

にくらべ含水量が少なく,又分子配列,結晶性の違いなどからみると天然のクyバク繊維

にくらべ染料の畏適性或は吸着性,平衡吸着畳などが異なってくるoこのような差が染色

後の堅牢皮にどのように異なるかをみるために水溶性染料を用い染色したナイFy ･絹等

について摩藻試験を行なった場合のモメy5号-の汚染及びポT)エステル,綿混紡糸放物

-の汚染をみた結果を図7に衣記する｡
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図7　酸性染料とナイロy･絹摸雄
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料とくらべ汚染度は低い｡これは繊維の分子内にある基と染料のもつ基の結合が大きい力

をもつものと思うo又,靖の場合についてみるとその汚染度が著しく大きV､のは請の分子

の配列がナイPyと異な9 ,密度も非常にあらく.非結晶部への染料吸着が大きく,染色

に際して同じ時間染色しても残液染料の含有量の違いからもうなずけるo :･

5-2-5　直幸染料,反応染料と木綿繊維　　　　　　　　　　　　,1･ヾ

セルロース戟雄壮古くから直接染料EG:.J･Phて染色卓れていたが近年従来の物理的吸着か

イオン静倉によらず敢経の永酸基と結合しエーテル基(･rlよって結合するところの反応性の

染料が実用化されている｡このようtK同一概経においても染料の吸着が根本的に異なるこ

れら2種類の染料にて染色した場合に室内温醍鑑の変化によ9汚染度がどのように変わる

かについてみた結果を図8に示す｡　　　　　　　　　　　　　　L　一

反応性染料の場合は非常に汚染が少なく直接染料の半分程陰の汚染であった｡これらは

や捻り染蕃染料と繊維との吸着力が大きく異なるものと思われる｡

5-2-4 .直接染料と木綿,絹繊維

直接染料は,木綿･絹等の天然繊維に対して親和力が大きく非常に使用が多いo Lかし
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が概維自体･･Z)吸水性が合成概維よは尊いことなどや,又その表面の状態が合成繊維と異

をる点などよりみて2種の繊維とも汚染が大幸いがこれら2つについて比べてみると木綿

の方が放射､帥oこれは絹の方が数次畳が大きいこと等tJ･Cよりこのような綜県になった

ものと思われる.又僻葉子布を合成繊維の混紡布に変えた結果は今までt'D各染軌繊維の

場合と同じように木綿5号よ9小さい汚染度を量した0

5-5　染料吸収曲線よ少見た堅ロケ皮

試験用試布の染色の際にダイオメーターP=て各染料の吸糊犬態をとってみたのでその吸収

状態からみて,摩擦堅ロウ庇との関射てついて考察してみたD

今までの摩擦試験において,汚染度の非常に小さい繊維･染料等の曲線をみるとナイロy

或t′ゝは木綿の反応性染料をみると染料の吸着が非常に少なく短時間で平衡状態の曲線になっ

てレ1るo

これに対し,ポT)エステJt,の場合低温にかいては染料の吸着がほとんどみられないが,1訂

BCまで温度をあげそれからの吸着をみると(但し染色温度lSTCに固定)時問題昼とともに

吸着畳が増していく○ナイロン3:りも大きしへ吸着を示している絹に卦いては直接染針酸性

染料ともに吸着状態壮よく7直接染料で半分臥ヒになって平衡になるが,酸性染料は雀らに

大きい吸着畳によって平衡に在るoこの曲線からみて1時間以内にかける染料の吸着状態を

みたが,平衡吸着に連する時間が短かい場合は鰍紙面にかいて染料の付着が短時間で断口

苔れ,それから政の染色時間内に充分内部まで染料が浸透し,染色完了時における表面付着

の染料量が少ないものと思われる.

又逆に短時間にかいて平衡状意にならない染料素材の場合繊維表耐乞おける射場の過飽

和低が大きく表面にかける染料が完全に結合せずにその位置VLかいてゆるく染着してL^る畳

が多いものと思われt叉これらは染料自体の水静性の問題以上の繊維自体のもつ特質と考え

られる｡

4.総　　括

1)摩擦時に試験室内の温度が高いと汚染がはな比だしく高く覆る｡

2)厳禁時に室内亀鑑が少夜いと繊維の表面の水分も少なく厚掠抵抗が増し汚如塙いが,堤

度が増すと境界面6,3水分が増加し摩韓力を小さくし,汚染自体が低下する0

5)化合繊の場合の断面摩擦による汚染卵価よれ轟かに大きLII.この傾向は分散染料ほど著

しい0

4)天然繊維のうち'絹は直接染料,酸性染料を開いても吸着蚤の他のものより大きいが,汚

染度は慈かに大きい0

5)摩擦iA=よる汚染は摩擦布の種類により汚染度が異なE) ,厚薄布のもつ含水竜の大小により

汚染度の差が現われる｡

･当研究は繊維工業連合部会近敢地区の公設試験研究戦闘が行なった.染色堅ロウ庇に関する

研究(共同研究)の当所舟連課題である｡
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yドル回転不同による擦ムラ,整経時の糸張力の不同,あるいは汚れによって染難が発生す

る場合が参る｡

(5)製織工程の不適

この場合も発生した欠点は殆んど製品検査で発見されるが.特に口合わせ不適合による織

段,織りおろした生地の取り扱い,保管状態によって生折れが生じ染紐の原因と夜る場合が

あるo

(4)精練工程の不適

スレナ破れ等は工程途中又は検査工鍵で殆んど発見できるが,水洗回数の不足,石けんカ

スの付着,練ムラは発見し難ぐ,染歴の原田と茂る.

(5)染色工程の不適

予備処理の不適,作業者の未熟,手違い,作業条件の不適当によってしばしば染難が発生

する場合がある0

5　染華と放物欠点の発生状況

近年,生糸の9 5a/Uは和装用として消費加=され,長浜産地も年々品種の多様化と共VC生産

上昇が続き百万反をオーバーしている現状である.最近5カ月間の績ちりめん･つむぎの生産

高,欠点構成比次のとおりであるo

図1ちbめん類生産構成比率.L　　　　　　　図2　織物欠点構成比率

-- I--TtT; -_ I____三

第1表　　　染　難　の　相　談　内　容 ⊂ 45.4-10 〕

件数 ��Y>�,ﾈ�9�B�原因と.､処理 

1 ��)&贊ｩ6��(,ﾉ�X8�8��生機の汚れ抜きの不適 

2 ���Y&�,僞ｩ%x,ﾉ�X8�9"�同上 

5 儉�5��カどの発生 

4 俛Y&�,僮(*)L�5��原因不.明'顧水性あ少 

5 亶ｹ&�,�ﾈｸ�,ﾉ�X8�8��生機の汚れ抜.さの不適 

6 ���X,ﾉ&��h,ﾉzﾈ.｢�京都数枚試へ 

7 �4�6Xｵh,ﾉJﾙ�b�原糸のロット違い 

8 �8ﾘ4X5�69�Y&��h,ﾉzﾈ.｢��京都染織試へ. 

5カ月の不良金額(万円)

図5　ち9めん類不良原因パレート図

⊂ 45.7-9コ

4　実　　験(各程生糸の色差･染着慶)

染難の原因は前述のと卵で,各=程にかける異常,あるいは予測することのでき帥突発

翫事情で種々の形のものが発生することも考えられるので,今回は生糸を1帽(欝2衣)

選び,これをクテ糸に1 1区分して,ヨコ糸は1 0種を混用して一項の強撚糸を恥試放した

ものを精練したC試験内容として耶散,浸染,糸染のあと,生糸の種類による染色の差を検

討したのでその内容を紹介する｡

(1)実験材料および方法

r使用した生糸は,欝2表のとお9で,染色の条件は欝5糞のとおりである0
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欝2表　各　生　糸　の　物　性

ii3

碩蒜--響工場
__ _　　　　r______二=ゝ

繊　　　　　度(a)

稚　　或　　り　㈲

碇　　　　　皮(g)

標　準　偏　　差

仲　　　　　匿㈲

標　　準　　偏　　差

2 1･ 9m4252222
1

_一二_｣__

28.9 120.7 125.5

7　0′　52　2　7h2　2　9

第　4衣　　各種絹糸の色差　と　染着率

第5表　染　色　の　条　件

引染 冏i�R�糸染 

噺つ �����ﾂ�熊〕 

AcjAViolet5B �7Xﾈﾆ��ｩｨ鈑f躍�"�su血出癖tViolet.B 

I)irectI)a虎G潤lf) 侘ｦ�6ﾒ�団⊂Era∝nC 

Miコ出喝G托enBX ���2%(owf) 

■← 白沫&T7H唏��o9[�S��40.BC～巧○C50分 散洗,.水洗 

DirectBrcmKG 一葉〕 丿S"R�vb��

sjduBBα由乱ⅨB ��ﾈ褪ゴXｫB��綛塊�vb��

Acj且Victaet5B 鼎�����,�8cc�Z｢�

Sum且i郎VicnBt2B �:��Bﾈ侭�B�

◎　色差の測定

染色試料は測色計(東京電色製)からC ZE表色系の三刺激値Ⅹ･ Y, Zを測定してAda一

皿Sの色差式から求めたo I

△E --fgf亡△(ⅤⅩ-Vy) )2+(o･2 5坤)2+〔o･仏(Vz-V3r)コ2 1号

色差の尺度と感覚的な表現

NSB単鑑 ��hﾛx,ﾈｫHｦ�4��ﾋｲ�

0-0.5 儖x*�,��trace 

0.5-1.5 仂ﾘ*�,��slight 

1,5-5.0 冦ｩzx,"�noticable 

5.0-6.0 亅I&ﾘ+x.�-�,r�appleciable 

6_0-12.0 ��X*(,��mtユeh 

12.0以上 儖��ﾘ,��Very-~muCh 

◎　染寵の測定

分光光度計(島津梨)を使用して検景線を作成した上'透過率の測定値から求めたo

(2)実験結果と考察

18

染法 ��i�｢�ﾚ��管 �����纉b�郡是 乂ﾘﾋB�管 佗雨ﾒ�讐レ 佶9dﾘ8ﾂ�"�片倉 ��ｹ��ｲ�混織 

引染 � �1.20 ��緜��_1_28 亦�#B�0.84 ��紊B�0.52 ��緜B�1.40 

(NSB) 竸r���紊��1.24 ��ﾃCB�1.56 ��紊��0.44 ��經"�0.52 ��縱"�1,16 

紫 儖I64 ��經"�2.44 �2��0.64 ��繝B�0.48 ��ﾃC��0.48 ��祿�

浸染 ��� �"����1.68 �"纉"�2.占8 ��繝��2.60 ��經b�5.64 ��繝B�2.04 

(NSB) 竸r�迭經b�1.20 ����ｹv��tO4 迭�#B�1.52 迭經b�5.〔冶 �｢����1.84 

糸染 染着率榊 ���61.4 鉄C��66.0 鉄�縒�61.2 田"蔕ﾂ�50.0 姪SR���522 鉄r縒� 

実験絶栗を示すと第4安のとお9である.

引数生地のうち使用生糸検定所(秦)を標準としてみた場合,他の生糸を使用したものはそ

れぞれ僅かの色差が楓定計算の結果認められるCその範囲trl大体0.5-2.0 ( N S B )で感覚

的に言えばSlightであるo夜染の場合は引染の場合よ9色差は大きいoレゝずれの場合も手

にとって肉眼観察してみても僅かに認められるoまた染着率にもパラツキがあるが感覚的には

僅かの差しか認められ夜い.この今回の実験では各生糸に顕著な染ムラの再現はないが.異種

生糸の使用によって数ムラが発生することは充分考えられるので,原糸の購入,加工の条件は

適正で夜ければならない0

5　染薙発生の問題点に対する改善策

品質向｣二の狙いとして

①　特に織段,擦ムヲ,クテ筋,潜在形不良の撲威

㊤　社内標準の再検討と標準化の推進

◎　挽物欠点検査デークーの活用

(1)品質管理活動の推進

①　絹ち9めん(白生地)の品質特性

韮さ,巾,長も　白皮,光沢,贋,ドレープ性,風合.シポ立ち,強力,染色性,耐摩

擦性,耐光性,防縮性｡

②　品質管見の機能

a　受け入れ機能一購買部門や外在部門が社内規格に合致した品質のものを合理的を価

格で必要数量購入する｡この梯能は自社内の工程間の受け渡しにつ

いても必要である｡

b　不良防止機能一会社内の工程tq:かいて不良にしないようにする模能で, Lnろいろな

統計的手法の応用と社内標準化の推進によ･Dて,相当しっか9した

キメ手がつかめるようになったo

c　品質保証機能一品質を保証するための会社内のすべての機能は陛全であるか,ク1/

-ムや不良発生のためにどのくらいの金額が失なわれているかを,
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できるだけ迅速かつ正確につかみ,消費者を自身をもって満足させ

ると共に,自分自身も企業の進展と安泰とをうぬぼれでなし,確信

するという機能で品質管理の最終段階であるo

◎　工程別作業の改善

絹ちりめん(i)白生地は原糸から疎b上がるまで2 8工程を経て製造されるが,生糸の品

質はもちろん,機械の精度･作業員の熱疎の度合い･作業方法のやり方によって種々の欠

点が発生しているoこれらの欠点を製品検査の資料からパレート図を描いてみると次の通

りである｡この他に検査工程で発見し難い潜在性の不良即ち水洗不足,石けんカスの付着

練ムラ等も時々発生す,:'わけである0億づ製級=場に卦いてはこの慢性型の鞄殴,撚ムラ,

クテ筋の欠点退治托取り組み現状打放しをければ売らない｡そのためには,例えば数段欠

点50酵減らすという目標をかかげ,産地全体が4M (原材料･Material,加工方法･

Method_,磯城･ Machine,人･ Man)から具体的にどの工程のどの作業方法を変え

ていかをければたらをいかを作業員と共に分析,改善実行していくことが大切であるo

ク　据　放　す汚　　そ
テ　ム　　　く　　　　の

筋　テ　段　いれ　　他

20

撚　放散　竹汚　　そ
ム　　　　　　　　　　　　の

ラ　九段　　れ　　他

撫　放散　ガす　　そ
ム　　　　ブ　く　　　の

ラ　れ段　庇い　　他 作　業　者　　　　　　　作業方法
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級段特性要因囲

原　糸 止め段

(2) Z D運勢について(無欠点運動)

zD超勤は1%2年アメT)カで生まれ,日本へ導入巷れたのは1%5年5月であるoそれから

今日まで約40DDの事業所がZD運勢を実施中であるといわれているo ZD運動は単なる精神

運動で･B=し, =丑, Q,Cなどの管理技法に加えて活動しなければ怒らをいo ZD運動の実践

成果を眺めてみると,事務関係のミス.注文主よりクレームが減少し'現業関係で妓納期が

癌綜してV,るoまた上層部と-一般従業員のコ‡ユニケ-ショyが良くをると共に他の管理技

法の導入に自信がもてるように売った.問題としてはZD遊動は長期にわたる地味な活動で

あるので中だるみ,マyネリズムの発生Ln:注意し産地の風土に適したものにZI)運動を定着

させることを考えなければならない.

①　Z=)の意味と日的

zD(Zero Defecもβ)とは,従業員1^1^の任意と工夫によ.,て仕事の欠陥を

ゼロ忙し,高度の製品,倍額性,より低いコスト納期厳守により顧客の満足を高めるた

めに従業員を継続的に動機づける計画であるo

◎　ZDの基本理念

人は誤りを犯しがちという前提をすて誤りを犯さないという考え方になることがZDの

基本理念である｡

過去の通念 物ﾔｘ,ﾉyﾙD��

■｢誤りは人の性｣ �(ﾎｸ.�/�Lhｹﾈ,�ﾊ2�

↓ ���

不完全さを容認する 亂��8+8,佰ﾈ*�,�,H迄�8,�7y|ﾘ+x.��

◎　誤少の原因と除去対策

誤りを犯さないために姓｢誤りはをぜ起こるか｣を追求し,その誤9を組数立って除去

しなければならない0
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◎　品質管理との対比

品質管理はある不良率を認めることから出発する｡品質管理の手法は'作業条件を標準化

(固定化)し,その結果まだ残る品質の′{ラブキから起こる不良品は,偶然に作られたもの

で人為的なもので覆いと考える｡つまり,この程匿の不良率は^間の能力を越えたものであ

9 ,偶然のみが支配していると考える.,少なくともそう思う方が経済的であると考えるので

あるo

Z I)計画で性,不良品はすべて^為的な作業の誤りの結果であり,偶然の支配ではないと

考える.つまり, ^間の潜在能力を高く評価し,このように思った方が経済的であると考え

るのである｡

6　む　　す　　び

長浜産地の技術の向上,設備の近代化は着々と進み,品質は-段と向上し,生産高も着実に

伸びている.より一層信頼苔れる製品を作っていくため,慢性型ともいうべき敢段,菰ムラ,

クテ筋の欠点,潜在性の不良を退治しなければなら食い.また時たま染難の問題でクt/-ムが

超こ9これら不良品の損失金額は年間を過ぎれば無視できをいものがあるo

これらの問題を確実に解決していくため前述のよう夜パレート図,ブレンスートミyグ方式

夜どで特性要因図をつくり,作業の改尊に活用することが必要である｡またZD運動を産地全

体あるいは工場で採用するようにして,欠点ゼロ,不良退治を目指していくと'直接･間接一

層の品質向上が期待でき,業績が上がるものと棒信する｡
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卜4　生糸の撚綿と限界撚数に

関する試験

技師　大　音　　　　兵

工　緒　　　言

従来,生糸の縮緬韓の施糎に姓大部分八丁撚糸機を使用していたが,商品の多様化･ =程('C)

合邦_化･作業贋境の改尊面からイク:)一式又は7)ング式撚糸機へV?移管が賓望されてきたo L

かしこれらの撚糸駿は太い繊度の糸に放球を施す場合,通常の方法では適用可能な加撚張力や

限界無数の低引て問題があ9 ,現在のところ壁糸関係に用いる比故的繊度の細い糸や甘撚忙使

用されているに過ぎないo本試験はこれらの撚糸機を用い太Ln繊度の糸に強撚を施すことが出

来るよう凌撚糸方法について検討するために実施したo

本試験は従来から緯煮した生糸や無処理の生糸に,蒸気処理又は下位処理した生糸を加えそ

れからの限界撚数,撚綿と加撚張力の関係を比較検討した｡なお,限界撚数や適用可能なガロ撚

張力へ影響を及ぼす要因は,本試験で取り救った糸自体の物性の変化によるものの他に撚糸機

構tjCよる大きな寄与が考えられる｡これらについては今後の検討課題とし,今回の試験では取

り扱わをかった｡

Ⅱ　試　験　方　法

比較的一一一般性のある4種類の試料を用い,検梗概でS方向に加叛を行をいながら撚縮,･限界

撚数及び2重構生時の撚綿を測定した｡

1)試　　　料

試料はL次の4種類を用いた｡

a)無処理の生糸

生糸21中10本合糸したものo

b)緯煮した生糸

生糸2 1中1 0本合糸を1 5分間煮沸し約24時間永培したものc

c)下車した生糸

生糸2 1中1 0本合糸を強掻糸用下敷剤1 0%液(陰イオy活性剤)に2 4時間漬けた後

半乾燥したもの｡

d.)蒸気処理した生糸

生糸2 1中1 0本合糸に蒸気を吹きかけたもの,蒸気は加魚時に吹きかけた｡

ただし下蹟した生糸{)乾燥度合,および蒸気を吹きかける場合の蒸気竜rLついては測定で

きなかったが終始同一条件IW:なるように行なった0

2)撚綿の矧定

検播種を用い5 Dc祝の糸長で所用の加撚張力を加えることができるように調整した級,各々

の試料について0. i 8B/dから0.8 9/dまでの0.1 91/d間隔で加撒張力を変化させ1 0 0回加

撚( 20UT/m)するごとに撚轟を検招機のスケールで読んだ｡また撚薄の計算は次の式によっ

た｡

榊拒L#'×100　　Lo ‥原糸長　I/ :臓後の糸長
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5)限界塩数の測定

撚綿の測定で糸が抑析したときの撚数によ9求めた0

4) 2豊熟発生撚数と無頼

撚蹄の測定で2ifl-_撚が発生したときの燃数とそのとき,ZL)揖庫を求めた(.

Ⅲ　試験続県及び考察

1)加掻張力と魚綿の関係

各試料についての加撫張力と撫綿の関係は匪= ～4に示したoこれについては従来からの報

告にも見受けられるようにいずれも2次曲線に近以されるo又いずれの資料についても100O
T/m前後から撚帝の増加が息散になっているo夜か図4にかVLて加撚張力が大きいとき60D

T/miで撚鮪の値が免と･,･hたが･これは加脚純蒸気を吹きかけたため生糸が延伸盲れ-A

ものと考えるo図5に撚数が10D'1/mのときのみを示した.図5からいずれの試料にS･･V'ても

加撚張力と撚露は直線的を関係を有すること,又各試料について同一の斑萩を有する糸を得

るためには,蒸気処理した生糸>無処理の生糸>下治した生糸>鐸煮した生糸の塀に撚数を

多くするか,又は加摸張力を少なくする必要がある｡

各種あ試料の盃曲線(蒸気処理した生糸比測定不可)を示すと図占のようにを少,切断伸

度及び初期引張抵抗値は緯煮した生糸>下潰した生糸>無処理の生糸の順に大きく浸った｡

従って何度の寄与のみを考慮すれば撚絹は無処理の生糸>下携した生糸>経煮した生糸の贋

に大きく在ると予測されるが,順位が鋸乾したのは生糸の断面膨潤(直径増加率が16.5藤一

18･7解に達するとの報告がある)や下培剤の付着等伸び以外の大喪な要因が介在したためと

思われる｡

2)限界現数について

各試料についての限界拓教を示すと図7のようになるoレ1ずれの加糖張力においても蒸気

処兜した生糸>緯煮した生糸>下漬した生糸>無処理の生糸の贋に限界堆数が大きく,糸仲

度の影響が大きいことを確認した･限界撚数の変化は蒸気処.Qした生糸,緯煮した生糸,下

培した生糸では大体類似の傾向を示し,加撚張力が0.5 g/d前後から急数に就少する｡一方

無処理の生糸については0. 2 g/d以上では加撚張力の影響は非常に少なho

実際の試拓では本試験と同一条件で経煮した生糸を八丁撚糸標で0. 5 g/dの加撚張力を加

えて撚った場合,限界撚数はEX]O T/m以上の値となるが,本試験では2595T/mと-なったoこ

の原因舷赤系機構の差異に基(ものと思われる0

5) 2註撚発生時の撚縮み

無処理の生糸･緯煮した生糸-蒸気処理した生糸の2畳替発生時の撫轟を示すと図8のよ

うになる0 2藍藻発生時の撚範はいずれの糸も15-19藤と大差夜く又加撚張力によっても殆

んど影響を受けなかったo又2盟撚発生の限界加撫張力は無処理の生糸が0.5g/dと0.49'/dの

臥緯煮した生糸が8531/dとD.69L/dの隈蒸気処理した生糸姓0.691/dと0.79'/dの間となっ払

Ⅶ　結　　　び

以上4種の生糸について撫縮,限界燕数, 2重撚等について検討を行なって次の結果が得ら

れたC,

1) L･′ずれG,)糸においても燃数と撚癖は二次直練的関係になるD

2)いずれの糸にかいても加据麗力と撫鯖は一次直緑的関係になる｡

5)同一一一憩数同一加盟張力(n=かける相棒披,緯煮した生糸>下檀した生糸>無処理の生糸>蒸
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卜5　縮緬のシボ形状について

の考察

技師　大　音　　　　真

綿師のシポは大変複雑であ,h ,同一の緯糸を用いても相異なるシポ形状と在る場合があ9 ,ま

た反対に全く異改.?た終糸を用いても同一のシポ形状の放物と放る場合があるo

シポ形状に大きく寄与する貰因は無数･撚方向･配列･糸の形態.密度･･････等であり,要因数

もさほど多くをく,もしシポ形状の定量化が可能であれば新しいシポ形状の予測や創造も容易と

なろう｡

しかるlG:シポはその形状を定性的にも定量的にも表現することがむづかしく,表現する場合に

も代安的衣シポ形状(古代t一越･ニ越･･････等)の名称を用い･･････風, ･･L･･･調のシがというしか

ない.したがってシポl'r_影轡を及ぼす要因を各々変化卓せた場合に,各要因とシポ形状との関連

を鞄論的に体系づけることが非常にむづかしいo

シガに影響を及ぼす要因とシポ形状の関係を知ることは,新しいシポ形状の級物を作る場合に

大いに符立つことであると思われるo　しかし上記の理由でその普遍的を体系づけが困難であるた

め,当所で行夜った変わり縮緬の試織経過を顧みて,シポ形状に影響を及ぼす要因の一増匹とシポ

形状の関係を断片的･概括的を考察として報告するので,今後新しLn製品を試織されるときの捨

石として活用されたV>｡

1..緯糸の搾糸形態につLJlて

(1)縮緬の緯糸は大低の場合1 -4本の糸を合撚したも()が用いられる｡この場合の糸の組み

合わせ方法を示すと次のようになる｡

1本の場合　　　'

2本の場合　　を-,

三三　宗旨::≡さ巨>
※ ･は無撚もしくはS又はZ方向に加接された1本の糸を示し,

>は合撚を示す｡

従って新しい形態の撚糸を作少たいときは‥各々の糸の太さ,撚方向を配慮し,上記モデ

ルに当て飲めていけばよho衣か, 5本以上の糸の合顔については上記と同様の方法でモデ

}t,を作成することがで奉るo

(2)合撚する糸の本数が多くをる程,糸は円形に近くたり,かつその糸の内撚力や凹凸も小言

くなりやすいio

(5)合撚する場合,各糸の太さが均しくなるに従って糸の内灘カヤ田凸が減少し,特徴の少を

h糸になりやすV,.

(4)加撚する工程が多い程,糸の内燃力は少なくなりやすt.Q｡

2.魚数及び撚方向について

(1)下放散が多い程,糸の凹凸や内堀力は大きく在りやすいo

(2)下杏は上撚や中撚に比べて,撫糸形態自体に影響を及ぼす度合が小さい.しかし下撤比内

強力として内在し,シポ形状には大きな影響を及ぼすことが多い0
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(5)シがのピッチ(巾)は合撚するとき,繊度差の一番大卓を合鍵工程の撒数によって決せる

場合が多い｡ (但し合撚工程が｢工程しかない場合には,その合挺数で決まる場合が多い)

例　22,1xx55 55.00000慧ss>500T,htZ

この場合シポのピッチは500‰

21 ×5 5000TAs>1000TdiZ

21 ×7

21×8　5DOO‰Z

この場合シがのピッチは500‰

21 x6

21 ×1

2 1 ×占

21 ×1

20DDTAS>1 00口ThZ

2000Ths>1 50DThZ

>500T;hS

>50口'払S

この場合シポのピッチは(1500-500)私と(川DD-ちDO)勉の混合し

たものと75:るo

(4)上記のシがのピッチと従来の織物のシポ形状との関連は概略次のように売る｡

400-500態が古代縮緬級

500-700態がこ越　〝

70D～900私が一越　0

900-1500態が錦紗　u

従って目的とするシポ形状に応じて,上記のシポ決定布教を調整すればよho

(5)内在する下顎数(下撚数はシポ形状は勿論のこと織物の密書や腰,光沢にも大きく影響す

る)は次のように夜るo

ha諾>e T,M

;訟e T,M,賊
a T:/M

三--i- - I-二
>g rVhi

d :ni>f Th二>

(a士C･)‰

(b士e )T/hi

(a士e士e)T/M

(b士e士C)‰

(d±e)写鮎

(α土¢士㌢)‰

( b士e士9･)T!/hi

( e土f士9･)T/hi

(d士f土91)‰

※　負号は下撚と同方向のときは正,反対方向のときは負号をとる｡

(6)シがの流れ具合は,その緯糸と隣の緯糸のピッチ決定撚数との差で決まるoこの差が零に

近い窄シがは流れやすく,叉余り大きく怒ると緯筋が目立ちシポ形状が悪くなるo

(7)内接力の殆んどない糸の場合,いずれの撚方向の糸を用いてもシポ形状は変わらない｡

(8)湿式加灘した強撚糸に他の糸を合わせ解撚する場合,解撚数が少ない程,その糸の下種数

が多い程,糸が太い程不規則などッチのシ軒にな少やすい0

5.配列順序について

(1)縮緬の場合大低1 -4本の緯糸を適宜に配列する場合が多いが,この1 -4本の糸を配列
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する場合可能と思われる配列方法を示すと-下記のようになる0

1　本　　α

2本ab

5本　abe(acb7bca-bac･･eab,cbaのいずれの配列でも同じこと)

aa･b(abc, baaのいずれでも同じこと)

4本　aaab･aabo･abae･aabb,abed,a-,aebd(その他acdbl

adbe, adeb, bap･d, bad･C, bead, bcda, bdael bdca, cabd,

ebad,edabt cabal dabc,daeb}dbac, dbcaJdcbafdeabl

.･･r･･-等いずれも上記のいずれかと同-とをるo )　　　　･･･盲

従って新しいシポ形状の織物を作るとき綜糸配列の欄顔が4本以内で抑牒糸の配列

方削上記1憎額について考慮すれば良いことになるo又5本以上の場合についても同株

の考えで進めていけば良ho

(2) -循虞の配列本数が少かハ方がシポの長盲は短くなりやすLLnO

(5)同一糸を教本配列する場合,その碑が少-方がシがの長軸噴くなりやすく,諏れ

も少なくをりやすいD　　　　　　縦　　　　　　　　こr　　?,

(4)葡緬のシがを出す方法は次の三つに大別卓れるが,
I,I.　･.メ J

.YL._1

JV i.ふ　･

∵7-･ふ

ーI A_I )ヽヽ ′J I I/nl{l I    -I

内燃力の強蛸と市城を配列し主として内撚力の差でシ-出す場合,内在力の差の大

き嶋,又内燃カの帯噛の繊度が揮い程,糸が欽かい程y朗痛くなりやすVl･｡

(5)一郎配列慣序のバラyスのとれたもの程7シポ形状もバランスのとれたものと夜帽V'o

4.審庇につ.いてん､妄●"''

'(芸,悪霊芸芸芸芸諾,芸芸芸芸{三言D9-L崇完ずる線が見えにくい0 ､憲

(封維鵬を多く合糸し経糸として用-程,又分散-て用いる程緯糸の斯りによって生

ヽ

∵--:::_I;=-H'-I-:-:-_T=t-TI-I-i----三1 - ~

e　内掩力と撚糸形態の両方でシポを出す場合

ずる経額が見えにくいo

(4)緯密度が大なる程yがが低くなる場合と高く茂る場合があるo

a　緯密度か大衆る程シポが低くなる場合J

o　内撚力でシポを出す場合

lLq･ん),

'･.I

∴　∴　･

o　内無力と椋糸形態の両方でシ打を出すが内帯刀を主とするとき

b　緯密皮が大なる程シポが高くなる場合､_:.

o　撚糸形態でシがを出す場合

ヽ　_

l I

l I

㍗ L　_
)

′

o'撚糸形態と内招力の両方でシがを出すが招糸形態を王とするとき

上に取り上げた要因射岬も精練条件,糸級臥翻重･･-･･-5 -形-影響を及ほす要因が恵

だ多くあり,今後の検討課題としたいoまたシポの形状の定量化が困難なため,各要因の変格効

果が抽出で尊帥こと'各要因の穿-の分離が改号れてい-こと-よ9,研な条件をと

った場合とは上記した考察と合致し-場合も生ずると思われるが,大低の場合, ｣投的にこの

ようなことが言えるという程匿に理姫剖tたい0
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卜6　生糸の酵素精練について

技師　福　永　奉　行･

工　は　じ　め　に

生糸は大部分アイプロy蚤自賛とセTjシy蛋白質より構成卓れその外に微量の職質,脂肪風

鉱物質などを含んでいる.._

練絹は絹独特の俊美衣光沢と豊浦故事ざわ少があり,これを瞳ると一種の絹鳴りを発生するo

しかし.生絹自体は光沢もなく手ざわ9も硬く絹鳴少もしなわ｡これは安面がセT)シyに覆わ

れているためで,精錬紘7イブロイyを損傷することなくセtJシソと不純物を溶解脱落召せ,

絹本来の特性を発揮盲せるのが巨柑勺であるo

現在づ投に行夜われている絹精庶柱石ケン,珪酸ソーダ等のアルカ1)剤や高級アルコール系

の界面活性剤を用いPH9-12で高温長時間処理に£少列被のセリシンと内原のフィブロインと

の溶解度の差を利用して行なわれている｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　`､

この方法は処理操作が簡単で経費が少なくてすみ,務上がった品物も柔軟を感触のものとな

る利点がある反面セTJシy溶解を促進するための槽内での上下運動によるスt/千,精練剤の強

帯による糸の施化,黄褐変あるいは精粁斑-'2ど起きる場合がある｡　　　　　r＼`　　Wt･

そこで酵素による精練法:･'r_ついて,当所の試験結果を見Jjj:がらその効果について検討を加え

た｡ ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′.-.､　　　　　　　　　′F-

' '･T{

Ⅱ　酵素の精籍について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･r

l　酵素は生体細胞内で生産され,動･植物組数を摩砕A自家分韓･畠写音波処理をど行なって解

汁を搾り出し組筏乾燥物を適当な溶液に浸倍して得られる｡ I-㌔

･一　これは特殊な触媒作用を持ち,別な物質に容易に変化させる働きがある｡

･ここで使用するタン,1ク分櫨酵素は放線菌の培養液でクyク増奉を行かへ,これを藩過して

菌体を分け塩折にて辞素を沈経書せ精製する･｡　　　　　　t'I,

酵累による精錬法は永にとけにくvlセ1)シy蛋白質を蛋白分解酵素(プロテアーゼ)の発酵

作用(･'Cより分耀除去する方法で酵素精疎を良好に行なう(.{は,

･J:., 1)セ7)シy酵素の作用を早く受けるよう膨潤号せることo

Z)酵素を充分生糸に飽和盲せること｡
√

5)宙素作用に最適の温度, PHを保持すること｡

が大切であ少ます｡

次に酵素使用上の問題点としては,酵素自体コストが高く,叉｣投に前処理,後処理の工程

が必要で温度管理など複雑化することで,利点として品質の向上が得られ, ･たとえば従来遍こ

っていた過精練C,'C3:る7イブロイyの胞化,テクジネス,精練斑による染色斑が起こら夜h点

が考えられる｡
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Ⅲ　試　験　の　概　要

(1)供試材料

生糸　21中

(2)供試薬剤

①　持株剤

マルセル石ケy,炭酸ソーダ,珪酸ソーダ(22⊃Be)界面活性剤

㊥　酵素の特性

会社名_ A社 佝��2�温度 ��艪�借,考 ●一_■一■一一■一一一･･.l-一一一-一一●-■■■■■■~一 

灰色粉末 鉄X���7-8 ��9��H/�諍w������ﾘ�ﾊR鶻鶻闔ｨ��ﾒﾘ蒔X耳耳�ﾈ耳耳��耳耳爾ﾒ���籀��ﾒ�

B社 ���50℃ 途�全景使用 

(sj　持　株　=　程

前処理(膨潤)　酵素処理　　後処理(洗浄)

Ⅶ　試験結果及び考察

棟滅薬は試料1 91を馴己に剛105℃5時間絶乾Lgi素処理後同様に絶乾し, 2回の平均値

で算出する｡

棟滅率-常×100

(1)熟浄　PHに対する椋滅率

W･-･･最初の試料,給乾重竜

野･･-･･処理後の　　　　n

温度(C)40　50　60　70　80　90100
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PH　5

.Pri

97′
5

精練試験に入る前に熟啓とPHによるセf)シyの覇滅率を調べたところ第1図のとおりで

蒸潜水1時間煮沸処理で約8 %のセTjシソ溶出がある0第2図はPllを酢酸及び珪酸ソーダ

でPE 5-PH 1 lに調整し煮沸状態で5 0分処.包した結果はアルカT)性が強くなければ溶

解鑑は増さずPH 9附近から急速に上昇するC

(2)酵素処理酸度と時間との関係

酵素メーカー2社の酵素を使用し,処理澱度を変えていった.

前処理(一定) 俎��h�yﾒ�後処理 

石ケン5% �2R�tR��浄洗のみ 

珪酸ソーダ(22Be)1解 澱R�tR�� 

煮沸10分 ��(ｫB�tR�� 

敵艦に関係急く資材5 0分～6 0分の間に急速にセT)シソの分解が始まり以後比徐々に平

衡に達する.全体にB社の方が時間的に早く平衡に遺しやすく1 2藤で1 2 0分, 6aAで1

8 0分で平衡に逮するのに対しA社では1 8 0分かかる｡

務　　涜　　率　　富
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a]　　60　　　　　　120　　　　　　1 8D　　　　　　240

酵素処理時間(分)

(5)前処理剤と前処理時間との関係

前処理条件として　(i)熱静のみ　　　　　煮沸　溶比1 :50

(｡)石ケy　　5%　　　〝　　　　　K



ケう　炭酸ソーダ

(⇒　珪酸ソーダ

的　石　ケ　y

炭敢ソーダ

(づ　石　ケ　ン

珪酸ソーダ

lノ　}

%　肇　%　解　%　%
丁〇　zJ　5　1　5　1･

溶比1 :50

酵素処理

A社群衆政変　6解(OWE)　50ひC　60分　　容比1:50

既済腰距鵬済

(4)継続溶効果につVLて

前処理 俎��h�yﾒ�後処理 

石ケy5%(OWf)煮沸 �)h��"R�4���炭敢ソーダ2亜煮沸 

珪酸ソーダ1%(OWE)10分 鉄��緜�Z｢�界面活性剤0.5%10分 

上記処噂で各々5回精錬を行をい最初と5回目との精練効果を見ると,表に示すとか少

5回目でその効果紘1 5%戒少するが適量の追加によ少,コストダウyが披かれる.

後　処　理

炭酸ソーダ　　2%(OWE )

界面活性剤　0.5砿(OWE)
煮　沸10分　　　　　　〝

欝4図を見ると熟落のみとアル* 1)剤を使用した場合とは少し差があるo前処理時間が長ければ

ればセリシyの溶解というよ.(佃充分セT) ･yyが膨潤卓れることによ9当然セT)シyの別件も

スムーズ(rC行なわれる.

前処理時間は最低2 0-5 0分を必要とし,アルカ1)剤も併用処理の方がわずかに良いよう

である｡

rjTJ

2率　　囲

nu 07
2　　　　　　　　1
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使用回数 ��ﾈ�zb�率 

1 �#"綯�1DD 

､2 �#��"�95.8 

5 ��停�"�85.0 

但し,率は初回を1 0 0とした場合の株液量を示す｡

Ⅴ　緒　　　言

酵素精練に於ける前処理及び後処理工程は時間の短薄という点からも重要で又酵素の任用に

当たっては温度PHに敏感であるから管理が大切である.

最初所定の鑑定にした宙に酵素を入れ充分蛇拝して溶解さすD酵素は6 DBC以上の温度によ

ると徐々に失活し活性が失意われ7 0-8 0oCで失清する｡これを再び冷却しても活性化はも

どらをVLo

･　政に比牧的良好を処理灸件としては下記のとおりであわせす【

前処理 俎��h�yﾒ�後処理 

石ケン5%(OWf) 澱R�tR��炭酸ソーダ2%(OWE) 

…炭酸ソーダ1%(OWE) 典F$3�鳧ｭB�界面活性剤0.5a/V(OW■f) 

煮沸50分溶比1:50 况鞁��｣S��煮沸10分1:SD 

以上酵素を使用した精練の一方法として述べて巷たが云うまでもなく精疎工程は最終製品の

風合,光沢が大きな影響を及ぼしどの方法を選ぶかについてはこれだけの結果で充分な結論は

見出せないが今後仕事を進めていく上の多少とも参考になれば幸せですo

夜か今後は銘撚糸放物について研究を進め,物性面からも検討を加える予定です｡
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卜7　製織中におけるほぐし捺染の

柄ずれと経糸張力について

技師　鹿　取　善　寿

Ⅰ　は　じ　め　に

能登川地区で生産されている夏座布団地,掛夜具地の殆んどはほぐし捺染といわれる経糸捺

染が行なわれてlハムCそし,D印捺された柄が製級工程中に柄くずれを生じ,商品価値を穐ねるこ

とになる.従ってこの柄くずれくつ要因を究明しそれを解消する方法について検討した.

Ⅱ　柄ずれ要因　につい　て

実際の柄ずれ状態を観察すると1本毎に柄が交互C･'r-ずれているoこれは組織･撒仕掛にも大

きな原因が考えられるが,織機の調整によ･,てある程度修正するE-とが出来ると考えられるC

ここZ,=これらの要田となるものを図示すると,

バックレスト　イージンク竜一ショy　開口　　　　　　整経

経糸張力　ドロッノー　　　組織　　　原糸　　その他

上図のようた特性要因があげられる.しかしこれらCJ.すべでつ要因を実験することは無しか為

最も大きな要因と考えられる開口(前綜靴と後篇祝rL,量)について検討しそCT)酢肖法を試み払

Ⅲ　澗j琵方法及び試験方法

1.億開織機と櫓仕掛　阪本式片四自動織機

2.使　用　機　械
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回転数　1 44rpm

綜統匝岡　2枚(ダブル)

ドロッパー　　4列

経糸　綿糸勤,密乾72布っ.54cm

緯糸　綿糸4ryl,密度52奄う_54cm

通巾　　1 1Dcm

組織　　平　織

携帯型張力記録装置　DS- 1塾(中浅･;R器製)

J･,.JL..

5.使用筏櫨の概要

図1　DS-1型携帯型張力記録装置　　ブロックダイヤグラム

上図は張力記録装置のダイヤグラムである7J):,この装置(I--t抵抗線歪計を剛へ,張力周波数

が数十サイクル以下の張力をペン讃きオシロにより連続自動記録する装置であるo　ピ･,クア

ップ(･i 12Gaの抵抗線歪計をブリッ･)に組んで使用書‥rl,標準(つピLl,･ク7 ･tJブ托張力をトル

ク(I:,:変換し,トルク(〇大きさを悲抗緑歪計で電気信号L,=変換したものであるo

/

/
二二畢由一一

口

ッパー

図2　検　出　位　置

検　出　装　置

5･これらqL)装置を使用して,前および後綜純･r一通っている各々しっ糸の1本の張力を織機を稼

動させて連続(J7:記録し,その張力差や経糸張力グラフr)解析をした｡

Ⅳ　経糸張力の理論試験

1.経糸張力の理論的歪量について

経糸張力Or)受ける歪は,開口･巻取･送出し･緯打･繰入等があるが,最大の要因と考え

られる開口遊動による経糸張力を求めると次のようになる0
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上図l,eおいて織前Aよ9綜統I)に至る臣巨離をB, Dより綾竹(又はドロッ,i-)の位置Bに

至る距離をBl, Bよb間丁に至る距離をAZ,全長をLとすると,

L =Je +Bl+A2

点Cに綜靴を上昇して梓ロhを作るため,経糸の受ける歪.即ち伸長をaとし,その時の経

糸の長さをLtとすると,

L1- A +Jel+.62+ a

=AC+CB+BZ

便りに, AC‥.6+α, CB--Jgl+βとすると,

同様に. β

c=)はhの与であるから

B'ZA. :aaAf-.Ai=+三景i22'''''‥‥ピタゴラスの定理

aZは非常(I,C小事hのでaF-0とすると,

2ah誓書2, α-8-11となる0

8Al
a-Lt-IJ--a十βであるから,

83 ･831 62 (Al･il)となるo

即ち,経糸の受ける歪量は梓口の大きさの2乗に比例することは明らかであるD歪畳を小さ

くするためには,e=blにし, hを小さくすれば良いのであるが,好走に充分な開口を与えを

くてはいけなLnため,ヌ挿入の位置が級前に近いので実際にはhの値を大尊くしなければ在

らず,.C. Atl, B2, hの相互関係から.Cはglに比べて相当小さな値にならざるを得ない｡

叉,綜枕の位置をA Bの中央に装置する方が同じ開口畳の場合は歪最が小事rnために仲皮

の少なV>綿糸,麻糸等の興紋には適当である｡しかしパックレストやイー･jyグモーショy

の補助を受けるため,織前に近い位置に綜枕を吊りh-Hの畳をできるだけ小書くすること

が望ましhoここに,なぜ歪蚤を求めるかということは,前の綜緋と後の綜枕に通っている

経糸とでは,同じ関口下にかV,て歪最が異なるoそれ払綜紋の枚数又ドt= ･yパーの列数も

関係してくるため,それを求めた数値が表1の盃量のデークーである｡
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2.経糸張力グラフの解析

製鉄工程中の経糸張力は,加淑伸長の繰り返しによって生ずるものであるが,織機のあら

ゆる条件によってその大きさは一定では改ho遊望織能率向上の面からみても常に一定の値を

とることが望ましVlのであるが下図を見てもわかるように,経糸のうける張力は複碓なもの

であることがわかる｡

B :緯打運動

D :綜蹴静止

L:送り出し運動

P :開口運動

U :巻取運勤

王:梓授運動

q :綜靴の閉口

A点比クランクの前心を示す｡

A A A A

図4　経　糸　張　力　緑　園

50

図6の経糸張力グラ7を見ても,前綜既と後綜枕との糸張力はかみ少の差があるが,同じよ

うな形に近づけることは技術的に出来ると考えられる0

1投的に見て,経糸の張力変化の原因は大別すると5種類に分けられるo

①　経打,開口,巻取,送出しなどの諸運勢によって活発な張力変化を来たすもので,その

構造_ヒ放校の1 -2回転を周期としたものとなるo

②　避級の進行につれてビームの径が成少することによる援吸な,かつ非周期的を張力変化

によるもの｡

③　織機各部の取付,調整などの不良による張力変化o

以上の5つに大別できる｡
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5.繰返荷霞と残留伸姪との関係

前述のように,製靴=程中VL-かいて経糸は繰返し伸長が行なわれているo即ら,敵機1回

転を周期として加重釘申長されているものである｡放散上において経糸の残留伸び(繰返しに

ょる)疲労を測定することfrJ:出来かへ為に,張力記録装置で読み取った経糸張力の最大値を

オートグラフで繰返し伸長を測定した結果4031荷盈伸長の場合,約0_68%であった｡ここ

に0.5%および1酎申長を測定しその繰返し残留伸度曲線を求めたものが第5回である.

1　　2　　　5　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　10回数

図5　　繰返し残留伸変曲線

経糸が伸長を受ける部分を｢応ドロッ,I-から級前までとすれば,その間反復伸長を受ける

ことになるためその回数は打込数×距離となるo従って級機上における糸伸長は糸自体が順

次変わっていくため,試験機LR:よる繰返伸長とは異かるが,試餓晶における残劉申びを見る

と, 0.5酎申長においては, 5-4回にて安定し, 1糾申長においては疲労がまだ増加する

傾向である｡このことから推定して, D.7解におtnてはやや頃労が増えると思われる｡だか

らそれ以上の伸長を与えることは製級碓力の面から見ても好ましくないと考えられる0
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㊥ ��R���12.0 唐絣�8.0 鉄���12.5 迭繧�0.78 ����b�0.ll 韮貳ﾂ�0.02 ����r�0 ����m2�0.10 1.0.0 迭�8ﾒ�0.50 紐�#r�0.24 ��ﾃ#b�0.05 ����綯�0.04 ����sｲ�

@ ��"絣�12.0 尼���10.0 鉄���15.8 迭���0.19 ������0,15 ��貳ﾂ�CLO1 ���ﾖ�F��0.-02 ����rr�0.20 1i5 途絣�0.52 ��ﾃS��0,20 ���#B�0.02 冕C�"�0.04 ��腓b��

⑲ ��"絣�12.0 湯���ー0.0 幽爾�#s��2'7.5 �(�3R�0.19 ������0.15 ��貳ﾂ�0.D1 ����b�0.02 ����r�815 20.0 ��r絣�0.46 韮經��0.41 ��ﾃSb�0.08 韮��R�D.05f ����"�

_壁 ��"絣�12.0 湯���10.D �#���52.5 �#r絣�0.19 ������0.15 ��貳ﾂ�0.Dl ����b�0.02 韮��r��0.25 15.0 ��r絣�0.50 ��經R�0.46 ��經b�0.17 韮��B�0,10 ��籠��

盆 澱絣�15.0 澱ﾃR�15.5 �#s��225 �+��� �� �� �� ��0.50 2:5 �"r絣�0.41 ����r�0.47 ����r�0.24 ����b�白.50 ���

AA 都����10.0 ���脾�10.0 �#���5.0 途絣�0.25 ���#��0.24 ���#B�D.05 ������0 ������0.ー2 

A21- ���簽��10.0 ������10.0 �#���90 ��#R� �� �� �� �� 7.-5 途ﾂsR�0,26 韮�#B�0.50 ���#B�0.02 ����B�0.06 ���0.25 

○絵柄のずれが逆にな.?たもの.　　A :前の綜既に通っている糸が上に開口したときo 1 A':後の綜緋に通っている糸が上に開口したと尊C

△は唐竹を使用したもの.　　　　　B :前の綜舵に通ってLJlる糸が下に開口したとき｡　　B′ :後の綜枕に通っている糸が下に開口したとき.

(注･上段は理論歪畳,下段は張力から求めた歪畳)
▼､､

上安は放牧の条件を変えた場合に柄ずれがどの程度ずれるかを試験したものでドロッパーの位置の変化による開口角度が変わった場合及び,トレードルの･~i嶺!.i

位置,開口タイギyクを変えた場合,綾竹を使用した場合,等による柄ずれの実測値を測定したo

この表からみて歪最と英珊値とはいくらかの差はあるが,柄に対する最大の要因であることがわかる｡なぜ怒ら8-1 1による開口角度の変化によってず

れが逆に調整することができたからである｡そのことによって柄をそろえることが可能であることがわかった｡しかし同じ綜枕,及びドロッ.i-に通ってな

がら製織後には幾分のずれが生じている現状である｡これは原糸の織旺斑,又染着部分の大重さによる糸に対する伸皮差があるものと思われる｡

各綜雛による歪差をみると0. 1珊以J:あるもの旺必ず柄ずれがはっき9と現われているC比較的づ線と怠ってV>るものを此軟すると次図のようになった.
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相川仙川川川川仙川川川W淵川仙川川川川川仙川川川川仙川川川仙川川州別川川

柄ずれの小さいもの
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そ(,3時にかける綻糸張力鰍函(経糸1本の)と柄ずれを比較した場合1 , 5にかいては前綜

祝と後綜枕とではかな9CJ張力差があることがわかる0　7, 15に卦いては比牧的同じような張

力線図を示してV,･ることがわかる.

これらのことから, TBJ'J ･廃除批tIC極端に異なる張力を与えると柄ずれが生じることも見当が

つく｡

Ⅶ　試験結果　と考察

以上の試験より次の結果が得られた｡

1)開口方法はワープライ/忙対して同じ角度が望ましい｡

2)開口畳紘ワープライyt･'=対して同党が良いが,前･後綜雛をできるだけ近づけた方がよい0

5)同じ梓口に対しては,開口畳の大きい程.又経糸の伸匠の少ないもの程開口による張力変

化が著しく現われると思われる｡

4)柄ずれに対して,開口のみでなく,原糸および糸の繰返伸長,仕上加=,整経時の張力不

同,捺染時の染料吸着斑,欺機各部の摩擦による糸の影響もあり柄を一顧にそろえることは

出来ない｡

5)開口が幾分上又は下口になっている場合は唐竹を使用し,唐竹自体の上下動によって上下

糸の張力パラyスをとれば,簡単に解決できる｡この場合,綾竹r)入;h方を考慮する必要が

ある｡

6)張力差と歪畳差との相互関係から,柄ずれの程匿が見出せる｡

7)過張力,萩張力の差が大きいもの程,柄ずれに影秤する傾向にある｡

ま　　と　　め

経糸張力変化による柄ずれについて試験した結果,その防止法を把握することができたo L

かし本試験は綿糸であるので,他の素材の場合その物性上からその受ける経糸歪･:･ま異なるもLJD

であるo従ってその柄くずれの度合が変わることになるが本試料を御参考に供されれば幸甚に

存じます｡
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1は　じ　め　に

卜8　ふとん地捺染の堅牢慶試験

につレさて

技師　川　添　　　茂

l

能登Jttの夏座布離肢具地と近江麻布愛知川の上布は個々の染色方法と素材の遣い姓ある

が,型紙携鞄を基調にした伝統と歴史を有しているo最近,当地方C･･C於いて捺染による艶色堅

牢匿特に洗濯堅牢度の向上が要望をれているので,蒸しと後処理紬を主として検討し宏がら

試験を行なった0

2　試,:験　方　法

(1)甲　　料

ィ.織　　物

a.スフ･モス1Jy

原　糸　　経溜共　レーヨy　50'Sj'

慶　敬密　組

織　糸　慶　執錦　原　帝　組
.q

俄　糸麻　原ご

倭　の希う.54C1,,　　緯　61動2.54(1Jl

平　絶

経･経典　　綿糸

経　平　　経　緯

物

72 Fyi.54珊

級

40r SA

緯　66*/2.54C肌

I

亜杯　　SD'84 (麻番手),

亜麻　　60'8^　(　〝 )

審F.r=　蜂　6771t/2.5Ac7TL　　鐸　57を2･54cqL

組　織　　平　紋

ロ..染　　　料

在按教科(業界任開している染料)鰐2賛参照

ノヽ　助　剤　そ　の　他

瑚　剤　　メイプロガムCR

助　剤　　尿素,ロート殖

A　後　処　理　剤

Ⅰ活性剤後処理

Ⅱ　カップり/グ後処理

46

)欝憎参照

-　　,7.f-∫

It.p　_ 1　,i

い,･　･)._..I.朝∴･.I.1.1一: ･L,. ･1.-..)町∴･['

Ⅲ　金属塩後処理　　　　　　　　　　2種類

; Ⅳ　顕色絵後処理　　　　　　　　　1種類

. V　ホルマTJy後処兜　　　　　　　　2環飛

(2)試　放　設　備

ィ.捺　　　染

1.巾0.5mx長音5m(平版上に新聞紙を引く)

tl　蒸　　　し.1

真空糸茶装置(万能SB型1 )

ハ.堅牢皮試政擦

スクラブオメ-クー
~ー･＼

(55　試験布捺染仕上方法

ィ.エ;　程

｢股捺染工程

音頭守り∴.hh

解1表参照

当試験工程　　　しぼ出し･巾出し工程を披く.

ロ･捺腰方法　　　　　　　　　　TnE　　<　･''r　つ

･新聞紙上に捺染原布を置きその上(･'C型紙を置くo次にゴムベラにて校数後伸布用枠(,こ掛

けて乾粍するC　　　　　　＼

処　　　法

染　　　　　･料

ロ　　ー.ト　抽

尿　　　　　　　素

5褒メイプロ･ガム

′　ヽ

1 5

5n

isロ

925

.:･,t..]･･:･1･+

t I　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　1000

(

ハ･ Fz,I-･1,%後の捺染布地披新関紙で外面を慣わ,真空糸蒸装置･:･こて2分, 5分, 2 0分, 4 0

分と蒸熟した後,各蒸し毎に1 D種の後処理剤で処理し,控水洗して乾燥を行をい試験片

とする｡
)

ニ･後　処　理　法

別　紙　参　照

(4)洗濯試験方法

試験片は1 0仰LX 5cHlとし,この表面に添付白布としてレーヨン4羊毛の5cnlX 5cwIの布

軒　を添付し,四辺を粗く縫い合わせる｡次いで標準ガラス瓶中に0.5解石けん液とステンレス

球1ロケを入れ4 0士2BCに予熱後,試験片を入れ5 0分間運転操作後取り出し,酸洗い･

永洗,乾娩後判定する｡ (J=SLI 045-1959　MC-1号)
■ト
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]

4　試験結果の考察

.一億に直接染料で染色したものは,日光･水洗･洗濯に耐えない欠点があるoこの欠点を矯

正するのが後処理の目的でありおおよそ1紙向上の期待できる結果が蒸しの適正化,後処理剤

の適正使用によ9成果が現われたo実際上の立場から業界の操作にそ-_･た顔で試験な行漁った

のであるが,結果としてパy･ 7ィ.:･クスS (ジシアンジアシド十ホルマ1)I),アIグンF

S (カチオy系高分子化合物)1, 7ミグyF (ホノレマ1)ン結合物)の効果が操作も簡単で,堅　一

年度も良好であった｡しかし,使用染料が1色刷少の場合は別問題として,染料自体の構造に

より,それぞれ色相や性質の相異もあ9 ,多色刷D lJこ漁るほど後処理効果も各染料m:応じて極

合音せねばならぬ関係でむづかしいが,最近では後処理剤も金属塩+カチオy系樹脂,ホルマ

7) y十脂肪酸アシド系という孔に併合効果を狙ったもrDがあるので, ｢応染料に適合した後処

理を行恋うべ尊である.

5　む　　す　　び

通常の洗濯試験で落ちる染料の畳娃親和力と繊維内Q)拡散速度の双方CJrLおいて決まり,洗僅

時間が短いほど,又亀鑑が低いほど,拡散遼匿の方が重要になってくるoここにおいても蒸し

工程の適正化が統監堅牢皮を高める上に必要を要因と茂ることは明らかである｡

第1歳　　　　　使　用　固　着　剤　及　び　成　分

固着剤及び成分 刳投ﾄ 傀謁ﾘ��ﾈ��

A �4�4ﾈ4�e2�4ｨ6�4利ﾆ靼)Zｨ��嶌ﾘyZｒ�1Qp/i 鼎��蜒��Z｢�

β �6ﾈ4度48684�5���5x5h�ﾈ4�985x4�5h6��ﾈ8ﾈ7ﾕDｧ偬ｸﾘyZｒ�考乞 鼎��蜒�YZ｢�

C �6ﾈ4�7H4(6(4�5�2ﾓ#����ｷ���5g/i 鼎��蜒�YZ｢�

D �6ﾈ4�7H4(6(4�5�らX����57/i 鼎��笘*ﾒs�YZ｢�

β �7H4(6(4�5�4�488ｴR�ｷR��57/i 鼎��蜒�YZ｢�

_F �6ﾈ4度48684�5�54ｲ�7ﾃr�4x6�8ﾈ987ﾃ��4�5h6せ;ｩ�h冀��5r/i 滴�ｸ*ｸ�ｴ5��YZ｢�

¢ �7H4(6(4�5�4�47ﾓ�ﾄﾅB�4ｨ6�4嵐ｹ;ｨﾟh冀停�5VL 鼎��蜒�YZ｢�

a �5x4�5ﾘ峭H5sx7h6�ﾘ5h8∑��跿#���~)x���#�Z｢�

HL,A5J5cc/i 

2.酸洗い_H2SO.2cc/i 

5.顔色;芸buP(hotrhoh:諾㌢1.5;lLO頑俗比1‥40 〟 

∫ �4��h5�巴�7ｨ8ｸ7ﾔ肌��畏yZｒ�一両~｢ 鼎��5��YZ｢�

∫ �7�度48684�5�2�5x5h4��5x4��6y6ﾈ7｢�8ﾈ7ﾓr利�ﾘyZｒ�5V/i 鼎��蜆��Z｢�

I)アブ化を除いて他は　俗比1 : 20
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第2表　蒸し時間の相違による各原布の白場汚染状態

i 帝! I 号i 励ﾓﾒﾒﾘ�ｷ鉗闔ｨ爾簫ﾒﾒﾒﾒﾘ耳耳爾ﾒﾕ�������ｸ�h+X鳧ｭB�2分 剴YZ｢��20分 剴C�Z｢�､_ ＼. ーl-L_ 染料一､一一-一一一一旦町 -__--___ー__-_._～__-_一.-__I_一一__一二二三一 藍B7#R�����R�レ′ 主l綿 剿� 偬��f��98�ﾂ�R�義 ����+��レ′ I 冒 ン- 冤������

iL=q空fih--i--T-a-'1禦eBlue聖w dkrean5B2〔0% �4 ��迭�4 釘�剴B�5 �4_ 

4 ���5 4 �+��R�一5 俣��4 �4 

4 迭��5 迭�4 釘�5 釘�4 凾ｿ 

■7 ⊃ 辻rﾓR�5 �.r�ら 迭�5 迭�5 釘� 迭�4 

4 4 ��ｲ�4 釘�4 釘�4 釘�5 釘�4 �4 5 6 7 8 鳩2�7W�&�7&r�ｵ2�7､ﾅ�&�w&VV舩r�ｵ2�7､ﾅ�&�'&�%DﾅB�6��$'&�綉tﾂ�釘�4 鉄B�迭�5 迭�4 釘�4 �5_ 

4 蔦R�5 5 �+��R�5 �+��5 釘�≡ J 釘�ち 凾ｿ 
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卜9　ポリエチレン(P･E)による

麻芯地の接着性について

技師　木　村　忠　義

Ⅰ　諸　　　　　口

縫製工程の合理化によ9芯地と衷布に低融点の物質を敵着張り合わせた接着芯地が財界に普

及してか9,大メーカーにおいては接着センターを設け技術指導に乗9出しているo

この接着芯地はPP加=における従来の芯地分野の欠点をカ′トするとともに,縫製の合理

化,しいては縫製品の晶質向上に大きく貢献し今後も益々その生産は激増するものと考えられ

るのでこれが研究を行なった｡

Ⅱ　試　験　方　法

Ⅲ

1 ) P･E粉末を均一(r:布上に散布い熟処理機C･7:て140oCで2分間処理し,完全に麻芯地上に,

P･Eを敵着せしめたo (但し熟圧延ローJL,を使用していないため春画にIrl 〝ぷつぷつ〝　した

凹凸を生じた. )P･E散布には片面による場合と両面による場合の2法を行ない各々に次の

散布量を散布した｡

散　布　量　　　4.76閣

9.52物

2)上記方法にて作製した麻笛地に張り合わす宋生地として,綿･羊毛･テトロン･合繊混紡

糸布4種を使用し,家庭用電気アイロンにて張り合わせるときの温度.圧力･時間を変えそ

の場合の接着力を剥離強盲で求めた0

5)剥離強盲測定方法

張b合わせた作成試料(巾2.5cm )を1 Dm/,,i乙nの速さで自記記録装置付オートグラフで

剰匪強さを測り,その強力記録が曲線とならず剖韓状態の特種性から断続的を線を記録した

ので,剥離強さ妓その記録に現われた一時停止点の上位値5点と下位値5点の平均値で現わ

した｡

試　験　結　果

1) P. E付着による麻芯地の硬変増加について

芯地は一定の腰が邑要であ9,従来髄剤によって密事を補強していた｡これをP.E粉末の

敵着により, P.E自体の硬さを与えたものについての布の硬度をガーレ一式にて測定したと

ころ, 4.7 67WWcw12の片面のみの場飢その平均硬度は860野.両面の場合の平均硬変は12a

wlgであEI , 9. 5 2闇の場合の平均硬度は150D野と1940呼になり,両面の場合は硬度が高く

在ったo付着量と硬度については大体比例関係にあるため,芯地の使用個所把より付着量を

充分検討する必要がある｡

2)壊着時の温度と接着力の関係

費生地と芯地を接着するときのアイロyの表面温度と接着性については図1)に示すように

をるo又接着力が増加する温度は表生地の素材により異なっており,綿･混紡糸布とについ

ては120oCから急敵な増加曲線を示し, 150oO位で飽和値に遠するo　これに対してテトロン･

羊毛生地に卦いては高温側に2 0℃近くずれ約140℃位から接着力が増加する.又素材V,=お
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Ⅰ-10　繊維デザインに関する研究

技師　嶋　買　佑　-

は　　じ　　め　　に

県内特産放物の中で,能登川町を中心l･'C生産盲れる夏掛夜具地,塵布田地,カバー等臥独

特の風合を持つ先染の麻ちぢみ挽物とし.I,古い歴史と伝統を誇っているoまた,長浜市周迫

米原町醒ヶ井地区で生産卓れる輪奈ビロードによる紋コート地比,伝統の技術を生かした独特

の地風のもので,従来の防寒的を考え方･イメージを完全に脱却し,おしゃれコートへと発展.

し,その価値を誇ってL,,る｡しかし時代の進展につれて年毎に生活様式も改良盲れ多様化卓れ

るにつれて,一般消費者の趣向性も非常に高度化･個性化されて,新しい視野に立っての開発

が要望書れて来てV>るoこうした中で目まぐるしく変転する市場の消費動向を調査し,流行に

沿った斬新なアイデア,創作性を充分に生かした意匠デザイyの研究開発を本年も継続事業と

して行なうものである.

(1)貫掛麻夜具地'座布団地･カバーの意匠デザイyについて　　　　　　,　,.

蒔年定期的に業界に協力して現地市場における意向調査を行奪って来ているが,本年も翌年

向きの傾向を探知するためデザイy試作品(記録写真)を携行して,時期的には8月を中心に

東京･名古屋･京都･大阪の4大集散地を比じめ地方間馬を訪問し意向の打診を行をっ.たDそ

の結果調香被告毎を開催し,次の点に留意した研究試作を行ない,時期的に1 0月試作品(ペ

ーパーデザイン)の展示発表会を開催した｡

(i)夏場の製品であることから涼感味を重視した意匠(柄行,色目)の研究をすることo

(p)麻ちぢみの織物としてあくまでも麻の素材を生かした和式調のものとしての感覚･持味を

出すこと｡

成　　　果

発糞した試作品(ペーパーデザイy)は掛夜具地向き1 5点,癌布田･カバー向き2 5点は

業界へ配布操供し,次季向き別品の意匠開発のための指針とすると同時に素材,織技術,加工

技術の研究のための参考哲科とした.また試作品を基に袈晶化されたものについては各地市場

求評会等において好評であった.

(2)ビロード紋コート地の意匠デザイyについて

-づ投趣向性の移行に伴ない,その意匠面の動向を調査するため,時期的に1 0月から1 1月

にかけて現地市場のデ′1-ト,問屋筋を訪問し,次季製品づくbに対する意向の打診を行をい

その結果から顧究試作を行ない,調査報告会と合わせ試作品(ペー′てこデザイy )の展示発表

会を開催した｡ (2月中旬)

成　　　果

56

発表した試作品'(ペ-メ-デザイy ) 2 6点喋賢界に配布提供し,次斯噸晶のための意匠,

技術開発のための参考資料とした｡またこれらを応用して市場に出書れた製品については好評

が得られた｡　　　　　　　　　　＼

(試作品ペーパーデザイyの一例)

‖JzHlTlllHHMr州抑MlHml州11日仙

座　布　団　地

刷り日日HTlttlulHllFHfFMfl州日日Hflll川

匡~t妄t転





∬　試作試験に関する　事項

1)変bちDめん　　　　　　　　超当　大　音　技　師

ちりめん業界は極端な不況に落ち入9新規製品の開発が要求され堰(･て変わったシがで収賄

性の少ない製品,梨地様の外観をもったちりめんを撚糸形態で糞硯することを目的として試

級を行なった｡

内　　容　　経　糸　生糸　21中/7　6本

緯　糸　　生糸　繊度については別記

密　度　経　200布3.78cwl　経について朋u記

通し巾　　59, 7珊

緯糸の種矧てついて,各種の撚糸形態を作り出すため燃数を変化させ,又

撚の形を組み合わせて数十種類を試作したが目的にかなう撚形態は下記のと

か9であった｡

(1) ①　21Dx5　　5095Ths

21Dx5　　　701TAZ

⑦　21Dx6　　5095%Z

21Dx6　　5D95TAz

◎　21Dx5　　5095‰Z

21Dx5　　　701TAs

㊤　21Dx6　　5095‰S

21Dx6　　5095ThS

>　551‰Z

>　520‰β

>　504TAs

>　520‰Z

配列①②㊥④　　打込　8 0を5.78C,n

(2) LiT) 21Dx5　　5095‰Z

21Dx6　　2155Thz

㊤　21Dx5　　2850Ths

211)×1

>　615‰ぶ

>　980‰Z

>　504TdlS
21Dx8　5095Thz

配列①㊤　　　　打込　8 Oをb.78cm

(SJ　①　21T)×5　　2850ThZ

211)×1

21Dx8　　5095Ths

②　21Dx6　　5D95Thz

〝　　　　　　　　　　　　　　　　　〝

60

>　980‰β

>　520%S

>　504%S

雷嘗ぎ　ぺ

笥11習　;射～‥･十･･1番1

③---①の逆撚

④･- - -◎の逆撚

配列①②③◎　　　打込　80弔う.78cm

(4) ①　21Dx5　　2850Ths

21Dx1

21Dx8　　5095TAz

②　21Dx6　　5095‰S

21Dx6　　5095TAs

>　980‰Z

>　520‰Z

配列①①①②　　　打込　80布勺.乃cm

(5) ①　21Dx10　5095ThS

2.1Dx4　　256DTAs

②　21DxlO　5095‰Z

21Dx4　　2560‰Z

>　402%Z

>　724‰β

配列①①②②　　　打込　6 9布3.78e孫

(6) ①　21Dx5　2850TAz

21Dx1

21Dx8　　5095ThS

②　21Dx9　　2155‰Z

21Dx2　1005Ths

>　980TdtS

>　597TilS

配列①① ②　　　　打込　8 5布3.78cm

(7) ①　21DxlO　5095‰S

21Dx2　1656‰Z

>　504Ths

>　504%Z

>　6O5TAZ(湿式)十288‰Z(乾式)

配列　単　丁　　　　打込　85布勺.78C,H

(8) ①　21DxlO　5095‰Z

21Dx4　　2850‰S

②　21DxlO　5095Ths

217)×4　　2850‰Z

>　590%S+171Ths

>　605‰Z+142'TAz

配列①①②②　　　打込　75琴,5.78cHl

(9) ①　21Dx9　　2155Ths

21Dx2　1005Thz

21Dx4　　2850%Z

②　21Dx9　　2155‰Z

21Dx2　1005ThS

>　724‰Z

>　886Ths

21Dx4　　2850態Z

配列①　②　　　　打込　75勤.78cwl

>　268態S

>　511TdtZ
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･｡q①苦芋三三了×5605TAS,.508TAz,.85TAs済5)監禁莞崇o棚軟蜘?,芸用芸か禁も占霊悪霊餌毒g 21DX65800TAZな9,且つ着用時にシワカ華生し易く,その回復率も低く外観をそこ夜うので麻より柔軟性と言 

②票三三了×5dD5TAz>508雛,75榔 ��旭ﾘ,凭ﾂﾃｨﾊhﾇﾈﾇﾉf��ﾇCD9�sﾕﾓ'#｣｣�#if�Tﾂﾃ(蓼ｧﾖﾇ"ﾅｨ,ﾈﾈy5�/�^)�h*H+�,h/�mｩ4�,h+x.����)^ｸｮﾂ�
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擾配列2208i蓋享55…1.≡,72;8?.主:Sw.≡,4417J②､､ 

専一. -;:､(2)経214タ5210qy5.78cm 

嘉緯:28%妻f755…:o…;865585;,4417J①' I 22:皇室享55881:0㌢.48;≡ss,441Z②3 

磨:配列2:20g圭i@55呈;57.7058;m…,7688◎ (5)経2ー//521口琴(5.78cwL ��

儀65 ��
守:`r賢二 
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緯　21×1 0

2 1×4

(むの逆撚

21×4

21×1

2 1 ×.4

21 ×1　-

21×4

21×1

2 1 ×4

2 1×1 ､

21 ×4

21×1

21×4

21×1

配列①②③㊤

(4)曜　21♂5

緯　21×10

21 ×4

2て×1 0

21 ×4

2 1 X Lを

2 1×1

21 ×4

2 1X1

21×4

2 1×1

21 ×4

21×1

21×4

2 1×1

21×4

21 ×1

配列①③㊤◎

(5)経　21//5

561DF･

27占D7J

2760S

27608

27607,

276DZ

27607J

>､ 4458

>　　555Z

> 11507J

> 1455Z,

>　5208

>

>

27605> _---;_-

打込　8 7布勺.78cm

2 1 0Ty5.78cHI

56107J

27607J

561D S

2760S

27608

27608

27607J

27602･

>　dD58

>　724Z

け山　　　　　　け〟

nU　　　　　5

ErJ
nU

25

> 11508

> 14558

27608>　5207,

打込　8 7有色78cm

2 2 0布3.78 cwl

4852･ ㊨

①　　◎

◎
69

204

＼＼フ/

郎風塵馴馴馴酎劉

緯　21×10

21×1

21×5

27×1

21×8

配列◎②

25607J> I"28

58107J

>　9858

55608

打込　9 0本/5.78cwl

(6)経　21〆5　　220を5.78cm,

緯　21×10　　25607}

21×5

27×5　　　58107J

21×1

>　9228

>　9858

21×8　　　55608

配列① ◎　　　　　打込　90有名.78C,a

(7)経　21/75　　21 0を5.78C郡

緯　21×4

21×1

21×8

21×4

21×1

21×8

21×10

21×4

21×1 0

21×4

58907J

55608

58908

55607,

561 07J

27607J

56108

27608

> 1578日

> 15787,

>　4458

>　5557J

配列①①③CZ)②◎　打込　87有色78cm

(8)正　21//5　　210有色78珊

緯　21×5　　　58907J

21×1

2l x8　　　55608

21×5

21×1

>　985S

58908>　9857J

27X8　　　55607J

21×10

21×4 25;三.oz7 >　4458

占7

>　占077J　②

>　占07Z　㊤

>　9427J　①

>　808S　@

@

④

>　6077J　①

>　5168　㊤

◎



21xl O　　56108

21×4　　　27408
>　5557,

配列①①◎②◎◎　打込　87Fy5.78cHt

(?)経　2 1/:5　　220を5.78cm

緯　21×12　　55607J

2lx4　　　56107J

①の逆撚

21×5　　　50957,

>　4468

>　　5657J

◎

21×5　　　5095S

配列①③②◎　　打込104琴勺.78C筋

88　経　2 1//5　　22口琴y5.78C7n

緯　21×4　　　5890Sx5

21×5　　　5890昏×1

2l x4　　　58907IX5

21×5　　　58907JXl

>7687J

>6985

21×5　　　50957J

21×5　　　50958

配列①㊥㊤◎　　打込108Fy5.78cm

¢)

㊨

◎

㊨

㊨

◎

◎

㊨

成　　果

以上の組み合わせにより得た陪乗1X2X4X5)(6XPXTO吐非常に小シがで,所期の目的を達し

80枚やヤシが形状が現われ難いが張少のある製品と怠っているa (SX7X8)はシがの高書は低

いが形状がやや大きく,その中に小言いシポが現われる二重シポのようにを少,しかも普

通シポは縦長Ir:怒るのがやヤ横長になり変化のあるシポが得られたので, 5月に行夜われ

るちりめん求評会の参考品とした｡

6)婦　人　服　地　　　　　　　　　檀当　勝　木　技　師

近江上布と呼ばれる製品は緯総を使用する関係上,生産量の増大は望めぬが,現在麻織物の

優秀-急報粍技術を有しているので,これを活用する方法を見出す必要があるoそのため今後需

要が見込せれる婦人服地を麻糸使用し涼感を持たせる夏服地の試級を行なうo

内容　経糸(1)絹麻混紡糸　　　　　　　1 705/2

(2)ラミー加工糸　　　　　1208/1

(5)スフビスコースカn=糸　　　50 8/1

これらを各巾毎にまとめ三巾で製敵するよう整経し5本日毎(^=絹麻混紡糸勤

を1本加えて経方向に変化をもたせたo

密度　筏　503y2.54Cn　スラブ糸1本,他は2本入｡

68

割引馴酎酎畠愚艶那艶酎新劇封鮒親鮒馴馴削凱

逢r郡長=H封射引用引副削副甜罰射銅約㍍

蓑整浅

6?

緯糸(1)絹　紡14D/2×2　58DT/MZ　-･･････1,i)

絹麻混紡糸　スラブ系　　　　5 0 8/1　･･--･･･(23

配列　①4本　◎2本　①6本　◎2本

打込15奄あ

(2)絹麻混紡　408/lX2　　-4棋壷S ････.･-㊨

スラブ糸

配列(1)に同じ　　　打込　て5ち毎

(SJ絹麻混肪　408/1×2　146T^(

其　綿　糸　　21011

生　　糸　21/2
>　5POT^ts

配列(1)に同じ　　　　打込(2)に同じ

(4)縞麻混紡　408/1×2　146T/M

掃ガラ紡糸　　7 8/1

生　　糸　21/2

配列,審庶(5)に同じ

>　140ThZ

(5)精解混紡糸　408/lX2　146Td

清廉混紡　スラブ旭工糸

配列1熱度(5日r:同じ

(61絹麻混紡　408/lX2　146T/ai

単　丁　秤　　　　打込1占初孫

組　数　図

(乃　絹ガラ紡　　88/1

生　　糸　21/2

･･････ ･･･@

引通し･-･-･順通し

>　146T/MZ

単　　丁　　　　　打込1占有血

組　　耗　(6)に同じ
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4研究会講習会および展示会の開催
1)ク　レー　プ研究会

水撚クレープにつVlては歴史も古く好景気を続けて釆たが更に新規クレープの開発が望ま

れてお9 ,当所でフィラメント使いの荏糸による新素材の研究を重ねた試絶品についてその

成果を発表し,新製品開発のヒyトを与えた.

(1)と　き　　4月22日

(2)場　所　　高島織物工業(協)

(5)参加者　　20名

(4)捜　当　　鹿　取　技　師

2)シ　ー　ツ　研　究　会

寝具特にシーツは年間を通じて安定した商品であるo近年生活様式が変わり,シーツにつ

いても年々柄に新味が加えられるようTjZ:恋って来,当所においてもこれら株式に即した新柄

見本を多数新作しそのうち5 6点について組汲解説を行をって業界の参考に資した｡

(て)日　時　　4月26日

(2)場　所　湖東繊維工業(協)

(S)参集者　　20名

(4)麺　当　　大　音　技　師

5)よろけ織物講習会

'当地方の紬挽物は緯糸に変化をもたせた平織物であるが,当所では経糸にも変化を出した

紳放物を作興すべく,よろけ級を静に応用した作品を完成したので広く｣投に公開するとと

もに,よろけ級装置の取り救い解説,実演講習会を開催した｡

(1)　日　時　　5月21日

(2)場　所　　本所会議室

(5)参集者　　25名

(4)担　当　　勝　木　技　師

4)維　梨　研　修　会

経典工場の合理化について,縫製能客研究所よりスライドを借用し,事業主･従業員を殖

象に_ヒ映し視覚による講習会を行なうとともに品質管理の技法について解読を行なった｡

(1)　と　き　　6月12日

(2)場　所　彦根市民会館

(5)参加者　　25名

(4)内　容　①　品質管理の手法解説　　尾本指導係長

②　スライド,ミシyの棟習･裁断の合理化他4巻

尚,スライドについてその後全従業員(n=見せたい=場があ9現地で_ヒ映

した｡
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5)特許審査基準についての誹習会

(1)　と　き　　7　月　4　日

(2)会　場　　長浜商工会議所

('5)参加者　　50名

(4)調市と内容　特許庁第5普繊維偵械審査長　大　株　栄　富

工業所有権は出朝から公告まで5年程度を経過している実状であり,重複

研究,重複投賢と放って損失が多hoこれを防止するため早期公開を行なう

べく法案藻出の運びであるためこれが種牛審査基準についての詳細説明が行

なわれた｡

6)着　尺　地　誹　習　合

(1)と　き　　7　月10　日

(2)会　場　本　所　会　議　室

(5)参加者　　26名

(4)帯師と内容　　藤川学園　藤　川　延　子

着尺地特にビロード地斜陽化の現状と市場開拓についての意見並びに着尺

の有望色柄と今後の対策についての説明が行なわれた0

7)変　り　チ　tJ　メ　y研究会

生糸強柘糸の組み合わせにより試放した8 0種のチt)メyの内特に商品として有望をるも

ののシがについて撚構造の説明を行をh H点の見本を配布した｡

(1)　日　時

(2)場　所

(SJ　参加者

(4)超　当

8)機　械　展

(1)日　時

(2)参観者

(5)出品内容

7　月　2占　日

本　所　会　議　章

26名

大　音　茨　師

示　会

本所　7月26日　　湖東級維協同組合　8月22, 25日

70名

オートyストッパー,無芯管巻轍

?)敵機取扱訴習合

高島地区の織物業者のうち家内労働で行なっている工場が多く'そのため汲殻に対する基

脚匂朗口託を持っていないので,一寸した故障t'Cも手間をかけ或いは隣近所の経験者噸っ

ており,当所としてもこの調整についての指導の比畳が大重いので.これら業者を対象に力

織機TrL関する帯習会を開催したo

(1)　日　時

(2)場　所

(5)秦加者
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8　月　22　日

高　島　支　所

20名
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(4)超　当　●勝　木･中　川　技　師

10)座布団夜具研究会

取らぢみの〝シポ〝紘強塩の解撚力にシポ発生を手もみによって顕現せしめたものであるが

強撚糸を使用せず7ナイロy糸を添えた縫糸で同様の効果を得たのでその解説を行をうとと

もに,各消費地の意向調査を行なったのでヰその結果について発表するo

(1)と　き　　9　月12　日

(2)会　場　湖東繊維工業(協)

(5)参力暗　18名

(4)趣　当　織物解説

意向調奄 師技貫嶋●

師　任技　主取　村鹿　西

川　添　技　師

1り麻　着　尺　研　究　会

麻ちぢみ着尺の欠点払　しわ回復性がよくないことであり,これを解決するため,麻と絡

毛の交勘による着尺地を試放したので業界の参考とする｡

川　と　き　-9　月　25　日

(2)場　所　愛知川町　麻織物工業(協)

(SJ　参加者　12名

(4)担　当　勝　木　技　師

12)クレープ研究会

'優雅でリフトク･yチ風のクレープが望まれていたので,合挽糸使用によってこの日的を達

する試級製品が出来たので,これが普及するための製織朽術研究会を開催する｡

(1)日　時　10　月　9　日

(2)場　所　高島放物工業(協)

(51参加者　　20名

(4)捜　当　鹿　取　技　師

13)経営技術辞習会

(1)と　き　10　月　22　日

(2)場　所　本　所　会　議　室

(SJ　参集者　1 5名

(4)論師と内容　日本絹業協会　絵　本　　介

絹の化学加工について･絹を化学加工することによって,染色性を阻害せ

ず,メ)i,キー性を附毒した風合改善方法について

の内容

14)ち　り　めん撚糸機の展示会

ち9めんの強糸椴はその生産性に問題が参9 ,持睡数の増加と品質保持による生蔭性の向

上を目的として,新しく開発書れた長谷式魚糸磯.八丁の改良機の実演展示会を開催し崇界
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の合理化の一助とした｡

(1)場　所　本　　　　所

(2)と　垂　10　月11　12　日

(5)参加メーカー　十日町税軌三輪鉄工,宇野製作軌平山椴械

(4)参観者　　85名

ち)経･常技術詐習会

(1)と　き　11月　2　日

(2)場　所　湖東繊維工業(描)

(5)参加者　1 5名

(4)荊師と内容　長崎京都莫大教授

色　彩　に　つ　い　て

当日,当所嶋貫技師のふとん地向き釧乍意匠デザイy5 8点を展示し･業者の参考に

資した｡

16)経営技術講習会

(1)日　時　11月　26　日

(2)場　所　高島織物工業(協)

(5)参加者　　25名

(4)内　容　①新しい撒布技術について　京都工業紙維大学数段

◎　合理的な緯糸の巻き方　　興亜紡級･(秩)営業課長

17)経常技術=#習会

(1)日　時　12　月12　日

(2)場　所　湖東硯維工業(協)

稔　郎

四

野　藤年　後

(5)参加者　1 0名

(4)内　容　①麻糸の高級化と素材研究の方向

②　最近の染色仕上機械の動向

東洋詩経(株)青　本　　優

京都機械(秩)藤橋清太郎

18)ビロード研究会

市場調査結果に基づくコート地のデザイン尉作の発表と,かねてよ9当業界より依頼のあ

った織物の放上測長椋について研究を進めてきたが,その結果がまとせったので業界10参考

とする｡

(1)日　時　2　月17　日

(2)場　所　本所会議室

(5)参加者　1 5名

(4)内　容　①　創作図案の展示並びに意向調査の報告

②　織上珊長擬についての婦説

19)麻　織　物　研　究　会
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師　査技　主貫　井嶋　堀当　当経　超

最近夏の衣料として麻織物が好まれる傾向にあるが,実用性能より見たとき欠点が出るの

でそのままを夏期服地とするわけにはいかぬので,麻絹混紡糸によりその特性を生かした婦

人服地を試放し,取引商社に批評を受けたところ好評であったので,その製織技術について

研究発表を行なった｡

(1)場　所　滋賀銀行愛知川支店会議室

(2)日　時　　2　月　18　日

(5)参加者　12　名

(4)授　当　　勝　木　技　師

2ロ)ちりめんに関する詐習会

(1)日　時　　2　月　24　日

(2)場　所　　本　所　会　議　室

(5)参加者　　40　名

(4)内　容　①　禰シポ形態について　　　　　　連当　大　音　積　師

縮緬シポはその施撚方法In:よって程々なる撚形態の糸を得ることができ

この糸の打込順によって一越･変り等に分けられる.これら異種形態の糸

の打込膳の組み合わせで約2 8 0程の試織を行たい,これを解析して十投

的傾向を把捉できたのでその結果について,撚形態とシがの関係を解説し

た｡

◎　挽物汚れについて　　　　　　　　趣当　堀　井　主　査

縮緬の不良原因として油等による汚れがある｡特に小巾純物であり,蘇

糸に変化のある特種放物であるためこの難点が発生しやすく,これによる

損失も美大をものと推察されるので,この防止法.機械管理方法について

解説を行なった｡

21)麻　放　物　研　究　会

2月1 8日行なった試餓晶の発表に基づく批評があり,従って更に研究を加えた婦人服地

を試放し,これに特殊加工を行なった糸使いで良鰐具を得たので発表会を開催したo

(1)日　時　　5　月　14　日

(2)場　所　　滋賀銀行愛知川支店

(5)参加者　15　名

(4)過　当　　勝　木　技　師

22)座布団夜具地研究会

(1)日　時　　5　月　26　日

(2)場　所　　湖東撒維工業(協)

(5)参力暗　15　名

(4)内　容　①　経捺染夜具地の柄くずれ防止について　　超当　鹿　取　技　師
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◎　任捺染織物の洗濯堅牢庇について　　　過当　川　添　技　師

25)新規採用者誹習金

浜ち9めん雇用主協議会と共催によ少新規採用者に対するち9めんの認織と作業意欲の増

進を拭かるため,絹簡物製造工程について講習会を開催したところ,参加者5 [l名は長時間

にわたる許兼を熱心に聴糾した｡

(1)場　所　　本所会議室および開放工場

(2)　日　時　　5　月　28　日

(5)超　当　　馬本指導係長

5巡回技術指導

本県に壮各種の業種が散在するが,その経営規模は小雀いため自力で積術改善を図ることは

閑雅であるので,各工場を巡回しその=場での問題点を指摘,指導し,これは産地全体の問題

点としてとりJ=げこれを蓉地に勧告,是正するもので積街アップEA=よD産地振興を図ろうとす

るもので,本年度は下記について行なった.

0長浜を地

対象企業　　ち少めん饗織=場　5工場

指導班　　藤　田　　　正　　規軍県立短期大学教授

堀　井　利　男　　当　所　主　査

大　昔　　　英　　　〝　　技　師

指導期日　　昭和45年1 1月5日-7日

指導項目　　稼動率と停台原因の検討

織標の高審利用

=程内における欠陥防止

0高島産地

対象溌業

指導班

指導期日

才旨尊項目
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=業資材関係製織工場　5=場

軍　部　繁　雄　　ニチポー(秩)

平　井　茂　夫　　　　〝

内　藤　　静　　当所高島支所主任

中　川　　哲　　　　〝　　　柁耶

安　田　　　清　　　　〝　　　技師

昭和45年1 1月12-14日

揮不同対策

撒台の保全管理

布の強力利用率

工程別の改普指導

づ鋸的工場管理

○彦根･愛知川産地

対象企業　縫　製　業10工場

指導班　小野　　広　経鰯搾研究所

今井倍次郎　当　所　々　長

西　村　善　夫　当所碓登川支所主任

小　林　昌　幸　当　所　技　師

指導期日　昭和45年10月22-25日

指導項目　人手不足対策の改善

分工場体制の整備

本社及び分工場の管理

外　在　管　理

営業と生産関係

多品種少量生産方式

原価構成の分析

管理部門の強化

結果品の品質改善

区地額彦

･～

愛知川地区

6･=　場　診　断

中小企業者が日々生産柵を続けているが果たして匪全-馳しているかどうか経営者自

らが知らぬ場合が多々あるo叉或る場合には程々の努力を行なっても利益率の上がらぬ企菜も

あり,これらに対し,下記の工場IA=ついて診断を行走った｡

〔工場名コ　　〔内容コ　　〔適当)

九二テグス(秩)　　経常別斤　　小　林技師

按羽クレづ(秩)　工程分析　内藤高島支所主任

小林･中川技師
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Ⅳ　その他の指導業務に関する事項

設備の利用状況 
･遍薩二二二二曇 糸機 ｣臥-一一一言一一一--6- �4 纏B�6 途��ﾇ鈬��8 涛�����劔12 ���ﾓ��ﾓr���2 迭�計 -5 ��67 

1 � �19 ��湯�
4 ����

2 ���I 剪�"�澱�

5 ���
繰返l.. 糊付裾 �� �� ��� 5 

5 
l 剪�4 � 剪���

染色棉 
1 

高温熟処理機 締結ー~頑 乾晩磯 皿ツカー 其空糸薫機 縁管巻機 � �� ���
1 釘�15 �#B�47 2 迭�

2 �1 �� �� ��5 
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2中小企業中期技術者研修

この軍票は昨年朗湖北地方を中心に長浜で開催したが本年-湖東地区の中小企業者とそ

の従業員を対象として実施し,その概要は次の通りである｡

コース名　染　織　工　学

学科および時間数

科目 �9%U�+ﾉ?�+ﾈ5"�

座学 兒依I{��8��x��ﾒﾒ��ｲ襄��ｸ��OR�5�､(ﾔ逢r��Y�b��騫ﾘ*�.h-�覃�8��ﾔ��抦ﾍｲ�9時間 
9 p■■■■一一一■■-.一一･..I.一~.･一 

2ー 

6 

6 

51 
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6 

6 

24 

5 
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__.一■_-.■-I-■一一一一一-一..■--一一-■一. �81 

80

謂隠

酎紺矧拍捌割劇鯛馴馴矧矧矧鰍鼠鮒矧矧矧
メ.1　ノ5･

研修期間および時間

研修期間は昭和45年7月1 0日よ99月15日までとし,毎週月･水･金曜日の5日

間で,但し8月1 4日と1 6日を除いた延2 7日間, 1日の研修時間は午後5時50分よ

少8時5D舟までの5時間である｡

研　　修　　場　　所

座　　　　　　　学

実　　　　　　　習

科目担当と辞師名

放　物　原　料

袈　級　準　備

染　　　　　　　色

整理および仕上加工

革新織機･の機構

染　色　デザイ　ン

椴　械　工　学

放物　分解　設計

繊維製品試験検査

染色･整理･仕上

湖乗秋雄工業(協)

当所能登川支所

京都工芸繊維大学教授　相　宅　省　吾

〝　　　　　n　駁　斗　秀　夫

〝　　　　講師　奥田福之祐

･ 〝　　　　教授　宇　野　　　稔

〝　　　助教授　野　口　　　茂

滋賀県立短期大学教授　藤　田　　　正

および 員　員職　職街　術技　技所　所当　当

受評者かエび修了者

定員50名のところ5 7名の申し込みがあれそのうち出席率8 5a/V以上の下記の受講

生に対し知事名の修了証害を授与したo

亡記〕

(会社名)　　　(氏　名)　　　　(会社名)　　　(氏　名)

三省級物工場　村　田　省.蔵　　　塚本繊維(秩)　木　下　茂　男

〝

〟

湖三田或維工魂東

〟

山　田　商　店

前田和平商店
〟

滋賀県物産(僅)

松源産業(樹
〝

村　田　を.三　　　　青岡製級(秩)~　舌岡喜久男

茶　谷　重･飴　　　辻富麻紡績(樵)　森　野　広　行

小　南　進･一　　　近　麻　㈱　谷口英次郎

大　橋　寛･華　　　甲坂ビスコース㈲　及　部　典　夫

木　下　義　隆一　　　中村紋布(秩)　山　脇　　慣

前田半次郎　･　村喜放物(秩)　田井中忠明

津　田　甚　造　　　　　　　〝　　　　　戸　田　　　莱

中　野　春　男　　　　　　　〝　　　　　森　岡.好　孝

西　沢　祥　夫　　　近江織物(秩)　籍田彦三郎

木　野　清･ -　　　　　　　〝　　　　　宮尾富美夫

松　林　仲　次　　　㈲豊田織物工場　豊　田･良　男
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5職　員　の　研　修

○　職員の技術能力を幽華するため6月～5月までの期間,月1回て日4時づつ京大工学部大野

講師を招き座学を行なうo

o　(研修者氏名)　(期　間)　　　(場　所)　　　　(内　容)

技師小林昌幸昭和讐10即日　中小企耕興輩業団　中小企業診断員蕃成(工鄭

昭和45年明旬日　　　　　　　　　　コ-ス

･　大音　其　2　　週　　間　豊田自動級機(秩)　自動軌椴　組立技術

〝　鹿取善寿　　　　〝　　　　　遠　州　製　作　所　　ユニフィルルームワインダ
ーVこつレ1て

4出　版　刊　行　物

業　　務　　報　　告

指　導所　だ　よ　り　5回.一一一一一--一一一----一　延1550部

研　究　会　資　料(随時) ----一一---一一--　延　800部

フ7ッシ′冒yカラーズ

5摘　設　整　備　状　況

1能登川支所の整備

図　零　重　の　増　設　-----一一一-一一一一一一一一一---　22.6(諺

2　共同研究事業による掩設整備

恒　塩　恒　湿　梧　一一1-I------------I----- 1

試験用ジッカ　ー　一一ーーー一一一一ー一一一ー1-------- 1

ダ　イ　オ　メ　ー　タ　ー

ク　ロ　ック　メーター

5　その他の施設饗備

鹿田自豹鞄機　片AT　44u巾

82
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蔑欝藩鷺

憾通牒隠憾層憾闇闇邪腰厳潤憾選

言'b

Ⅴ　指導所に関する事項

1位　　　　置

汝賀県離籍工業指導所　　敦賀県長浜市三ツ矢元町27番59号

電話(長浜)②1492

㊤4176

所　　　神崎郡能登川町佐野　電話(能登川)  1 7

高島郡新旭町新庄　　電話(新旭) 2145

l一lrI圭一L

2沿　　　　革

明治44年　4月

大正　4年　4月

大正　8年　4月

昭和11年　4月

'昭和16年　4月

昭和18年10月

昭和19年　5月

昭和21年　5月

昭和27年　4月

昭和50年　9月

昭和52年　4月

昭和56年

昭和40年

昭和42年

昭和4 5年

月　月　月　月
ZJ　4　5　9

滋賀県立長浜･ ･縫%川=菜試験場をそれぞれ設立｡

長浜能登川南場を合併し,歯髄=薬試験場とれ,碓登川に本

場を置き長浜を分場とする｡

滋賀県育現川,長浜=業試験場の2場に分割するo

能登川=業試験場高島舟場を設軌

能登川=業試験場を艶触染織共同加工指導所と改称｡高島分場

廃止｡

長浜=業試験場を滋賀県=菜試験場と改軌染織共同加工指導所

内に併設｡

染級共同加工指導所を廃止｡

滋賀県立長浜傭豊川両工業試験場をそれぞれ設立o

能登川工業試験場と長浜工業試験場とを合併し'滋賀県立繊維工

業試験場を設置｡

滋賀県立能登川･長浜織姫工業秘境の2場とする｡

長浜▲能登川丙繊維=業試教場を廃止o

滋賀県繊維工業指導所を設置し,長-本所を,確豊川と高島に

それぞれ支所を置く｡

高島支所新築,木造平屋60. 72がo

能登川支所に繊維開放試験室併払

高島支所移板新熟鉄骨平屋1 95. 78机

能登川支所図案室増築, 22.6m㌔

85
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級

庶　　務

(係長)

指　導　係

(係長)

能登川支所
(主任)

高　島　支　所

(主任)

人軌給与予締成執行に関すること

公印建物及び施設の管理に関すること

文衛物品の収受,発送編さん等に関すること

その他｣投庶務会計及び他の係に属し帥事務に関する

こと

製私製軌染色加工,工場の巡回指導に関すること

各種織軌メT)ヤス頻の編織試験及び指導に関すること

各種艶維'糸'私メ71ヤス頻の染織加工試験及び指導

に関すること

放軌意匠,図案の研究調査及び指導に関すること

榔箆製品をらぴに副資材の分析填たほ笹定に関すること

繊維工業に関する各種の調査,質疑応答に関すること

繊維コ票に関する研究会,静預金または講習会の開催に

関すること.

染統轄肝または枝能の伝習に関すること

備付機械器具の利札公開に関すること

潮東澗南方面,関係工場巡回指導に関すること

雛箆工業に関する各覆技術相談'

織軌意匠,図案の研究調査及び指導V-.関すること

笹易夜試験鑑定検定に関すること

本所との事務連絡に関すること

開放試験重に関すること

湖西方面関係工場巡回指導に関すること

繊維工業に関する各種瑚嗣召談

軽易夜試験鐙定検定に関すること

本所との事務連絡に関すること

4　敷地･笹物

田　本　　　　所

敷　　　　地　--一一------一一- 5.654.D2が

建　　　　　物1---I

物理試験室

恒温恒温重

化学試験室

染色試験室

図　　案　　重

開　放　工　場

-ーーーーーーーー- 1,076.00が

-------一一一一一･一一一一一-一一一一一一一一---　7 2仰8

---------------一一一-----------　5 6igL2

-----一一一一一一-一一一---一一一一一1-----　5 4が

-----------------一一一一一1--I---　72が

------一一一-一一一-一一一--I--------- 1 8が

I--------I----I--------I---　524が

気　か　ん　墓　一一1----て一一----------一一一一一一一--20m,I

危険物貯蔵庫

そ　　の　　他

詔能室川支所

唾　　　　　物

物　　理　　量

化　　学　　墓

2 0.25統2

28.55が

染　　色　　窒　一一一一---------一一一一--------　22.68m2

実験準備室　一一-----------一一一一一一一-----　20.25mE

図　案　童　一一一-一一-一一一∴一一------- 22.60が

そ　　の　･fb　一一--一一一一一--一一一一---一一一一一一一一1 2.1 5m'

田　高　島　支　所

土　　　　　地　一一一----一一-A------　6 6 1.25m!

建.　`物　--一一一------------ 195.78が

事　　務　室　-一一一-∴--一一一---I

生産技術指導室　--------一一----------

2 1.96m.5

77.22が

品質管理指導室　---一一-一一一-------一一一一------　2 0.0口が

計測管理指導室一一-一一-一一--一一一丁--～---一一一2 8･08が

そ　　の　　他　----------------一一---I--　46.52が
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布破断強力試験増収綿変試験機糸酎中庭試験機 劔�*���査5))�V��N�づ��W#SS��

孟完芸スター器三霊験械芸慧芸芸牢慶榔転 劔討莓ﾉ�X醜詹9c��BﾃsS��*ﾉ,�ｾ�S"ﾃ����ｩ_��N���偵����

保温性試験機柔軟匿試験機ストロボスコ-プ賦 劔�8�ﾈ#�#�ﾃ都R�
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田能登川支所 劔�6�ﾖﾄ僖ｩ%U��(�S�����ﾉX�%8ｾ�^(�*�.h-�ﾏ�WHｾ�ﾃs�����

染色犀樟堅牢匿試験機スコーチテスタ一糸拍合力試験棟葦讃 劔倅�?�襄���?��?�ﾗy?ﾂﾔ餒�ﾃ�S�rﾄ�Bﾒ�

スクラブオメ-メ-蘭射帽試験機サンブ′機械,…車 劔亦ﾆ謄ｩ(h抦ｮ仂iN�(h抦ｮ仂i�XｻｹN�s"ﾄDD��

実傾槻ストロボスコ-7.乾燥敏感 偖ﾈ."�劔�X�ﾉ_��N��津����X9�{yN�sC����
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7　職　　　　　員

所　　　　　　　　長

庶　務　　係　　長

指　導　係　長

能登川支所主任

高　島　支　所　主任

庶　　　務　　　係

指　導　係　主　査

〝

〝

能　登　川　支　所

高　　島　　支　　所

〝

技　　術　　吏　　員

事　　務　　吏　　員

技　　術　　吏　　員

事　　務　　吏　　員

主　　　事　　　補

汽　　か　　ん　　士

用　　　務　　　　員

技　　術　　吏　　員

-

指　　　導　　　　員

技　　術　　吏　　員

主　　　事　　　補

今　　井　　信　　次　　郎

久　保　田　　源　太　郎

尾　　　本　　愚　　　次

西　　　村　　　善　　　夫

内　　　藤　　　　　　静

竹　　　田　　　民　　　子

川　　　西　　章　　則

中　　　川　　　　　　　郎

斉　　藤　　　重　　　雄

堀　　　井　　利　　　男

勝　　　木　　嗣　　　治

小　　林　　昌　　　幸

前　　　川　　　春　　　次

大　　　昔　　　　　　英

木　　　村　　　忠　　　義

福　　永　　奉　　行

鹿　　　取　　喜　　　寿

川　　　島　　　良　　　子

嶋　　　貫　　　佑

川　　添　　　　　　茂

中　　　川　　　　　　哲

安　　田　　　　　　清

藤　　　田　　　嘉　　　寿
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